超人 間 X 号 



海 野 十一 



台の 上に のって いる。 箱の 中には、 やはり ガラスで で 

力 だ." 

きた 架台が あって、 その上に、 や は リガ ラスの 大皿が 

のって いる。 そして その 大皿の 中には、 ひとつかみの、 

力た ま I ノ 

ぶよぶよした 灰色の 塊 がの つてい る。 どこか 人間の 

脳髄 に似てい る。 海綿 を 灰色に 染め、 そして もっとぶ 

よぶ よしたよう にも 見える。 なんとも いえない 気味の 

わるい 塊で ある。 

しかも その 灰色の ぶよぶよした 塊 は、 周期 的に、 ふ 

くれたり、 縮んだり している のであった。 まるで それ 

自身が、 一 つの 生物であって、 しずかに 呼吸 をして い 

るよう に 見えた。 



いったい その 気味の わるい 塊 は、 何者で あったろう 

ゝ o 

力 

ガラスの 箱の まん 中に、 その 気味の わるい 塊が あり、 

その 塊 を 左右から はさむ ようにして、 大きな 銀の 盤の 

ほう 、> 

ような ものが 直立して、 この 塊 を 包囲して いた。 その 

銀盤 は、 よく 見る と、 内が わの 曲面 いっぱいに、 たく 

さんの 光った 針が 生えて いた。 

その 針と 反対の がわに は、 銀色の 棒が あって、 これ 

が 左右と も ガラス 箱の 外に つきでて いた。 そして、 ガ 

ラス 箱の 真上 十メ— トルば かりの 天井の 下の 空中に ぶ 

ひばな かんげき きゅう 

ら さがって いる 二つの 大きな 火花 間隙の 球と、 それ 



たと おり 三千 万 ボルトの 高圧 を、 電 臓の 中の 二 点 間に 

とおす ことが 必要な ので ある。 そして それが、 この 人 

造 生物に た いする 最後の 仕上げな ので あ つ た。 

「もし、 それに 成功して、 電 臓が 動きだしたら、 えら 

い ， ，- とになる ぞ」 

と、 谷 博士 は、 大きな 希望に よろこびの 色 を 浮かべ 

ると ともに、 一 面に は、 測り 知られない 不安に おび や 

かされて、 ときどき 眉の 間にし わ をよ せる のだった。 

それ は、 もし、 この 電 臓が 働き だしたら、 この 人造 

生物 は、 一 つの 霊魂 をし つかりと 持つ ばかりで はなく、 

その 智能の 力 は 人間よりも ずっとす ぐれた 程度になる 



からだ。 つまり、 あの人 造 生物の 電 臓が 働き だしたら、 

人間よりも えらい 生物が、 ここに できあがる ことにな 

るの だ。 

ちょうじん 

超人 X 号！ 

これ こそ、 谷 博士が、 試作 生物に あたえた 名 まえで 

あった。 

「超人 X 号」 は、 今ち ようど 気 をう しなって 人事不省 

になって いるよう な ものであった。 もし この 超人に 活 

を いれて、 彼 を さます ことができた としたら、 「超人 X 



号」 は、 ここに 始めて この 世に 誕生す る わけになる。 

かくせ い 

もし この 超人 を、 三千 万 ボルトの 電気に よって 覚醒 

させる ことができなかったら、 それで 谷 博士の 試作 人 

造 生物 X 号 は、 ついに 失敗の 作と なる わけ だ。 

はたして 生まれる か 「超人 X 号」 ！ 

それとも、 そのような おそるべき 生物 は、 ついに 闇 

ほうむ 

から 闇へ 葬られる か？ 

その、 どっちに きまる か。 

頭上に ご う 一 ，- うど すんど すん と 天地 を ゆすぶ る 雷鳴 

あっき ぎょうそう 

を 聞きながら、 腕組み をした 悪鬼の ごとき 形相 の 谷 

博士が、 まばたき もせず、 ガラス 箱の 中の 人造 生物 を 



「一 つぐら いは、 はいりこめる のがあって もい いのに 

…：- J 

怪しい 声 は、 ぶつぶつ 不平 をなら ベた てた。 

くろび か 

と、 また 煙の 中から、 黒光りの する ものが とんで き 

た。 鋼鉄の 腕だった。 鋼鉄の 足だった。 それから 鋼鉄 

の 胴中だった。 それらの もの は、 ひきつづいて、 ぼん 

ぼん 放り だされた。 壁に あたって はねかえる のが ある。 

てんじょう 

天井に ぶっかって、 また 下へ ど すん と 落ちる ものが 

ある。 つづいて また、 鋼鉄の 首が、 砲弾の ようにと び、 

ごろごろと ころげまわる。 

「あ、 あった。 これなら、 はいれる ぞ。 ありがたい… 



〜」 

しゃがれ 声が、 ほんと に うれしそう にいった。 

がっち やん、 がっち やん、 がっち やん。 

煙の 中で、 町の 鍛冶屋の ような 音が 聞こえ はじめた。 

か ー ん、 か— んと鋇 をう つような 音 もす る。 つづいて、 

づな 

ぎりぎり ぎり、 ぎりぎり ぎりと、 ワイヤ 綱が 歯. きしり 

を かむ ような 音 もす る。 

そうこう する うちに、 煙が かなりう すくなって、 音 

をた てて いるものの 形が、 おぼろげながら 分かる よう 

になった。 それ は 室内の 煙が 壁の 大きな 穴から、 だん 

だんと 外に 出て いったた めで ある。 



と 同じに、 感想 をのべ たり、 生活 上の こと を 希望した 

りする の は、 ふつうで は、 ありえない ことだった。 

「どこか、 いい 場所が ありそうな もの だ。 どれ、 探し 

てみ ようか」 

怪しい 機械 人間 は、 そういいながら、 がっち やん、 

がつ ちゃんと 金属の 太い 足 を ひきずって、 室の 1 隅に 

あった 階段 を、 上へ と 登って いった。 

博士 よみがえる 



「それよりも、 葡萄酒 をの ませた 方が い いんじゃない 

ゝ I 

力」 

はぐろ きゅうごが かリ 

羽 黒 少年 は 救護 係であった から、 自分が リュック 

の 中に 持って来 ている、 気つ け 用の 葡萄酒の こと を 

いった。 

「気 をう しなって いるんだ から、 活の 方が いいよ。 気 

がつ いたら、 こんど は 葡萄酒 をの ませる 順番になる。 

井上 君、 ちょっと 活を いれて ごらん。 あとの 者 は、 み 

んな てつだって、 この 人 を 起こ すんだ」 

四 人の 少年が、 博士の 上半身 を 起こした。 すると 井 

せぼね 

上がう しろへ まわって、 博士の 脊骨を かぞえた うえで 



少年た ち は、 目 を 丸く して、 この ふしぎな 機械 人間 

の 運動ぶ り を 見 まもって いる。 少年た ち は、 科学雑誌 

や ものがたりで、 こういう 機械 人間の こと を 読んで 

知っていて、 いっか その 本物 を 見たい とねが つていた。 

ところが 今、 はからず もこの 研究所の 塔の 中で お 目に 

かかった もの だから、 少年た ち は、 ものめずらし さに 

機械 人間の 運動に すい つけられ ていた。 

(すごい な あ！) 

(よく 動く ねえ。 人間が からだ を 動かす のと 同じ こと 

だ。 どんなし かけに なって いるの かしらん) 

(こういう 機械 人間 を 一台 買って 持って いると、 いろ 



いろお もしろ いこと を やれ るんだ がな あ) 

少年た ちの 頭の 中には、 思い思いの 感想が わき あ 

がって いた。 

ところが 谷 博士の 方 は、 少年 たちのよ うに 明かる く 

機械 人間 を ながめて はいなかった。 もっとも 博士 は 

視力 をう しなって いるので、 見える はずはなかった が、 

しかし 博士 は、 見えない 目 を 見 はり、 両方の 耳た ぶに 

手 を あてがって、 機械 人間の 発する 足音 や、 動き まわ 

け は い 

る 気配に、 全身の 注意力 を あつめて、 何事 か を 知ろう 

と あせ つ ている 様子だった。 

博士の 顔 は 蒼白。 ひたいに は 脂汗が ねつと り 浮か 



おどろきの 声 を 出さない ことにした。 

目の 見えない 博士の いうと おりに、 地階の 中 を あつ 

ちに 歩き、 こっちに 歩きして、 ついに 探して いるもの 

の 前に 出る ことができた。 

えんきよ リ 

「ああ、 この 機械に ちがいないです。 『遠距離 制御 台 

RC 一号』 という ネ— ム • プレ J ^がう ちつけ て あり 

ますよ」 

戸山が、 博士に いった。 

「おお、 それじゃ、 で、 どうじ やな、 機械 はこ われて 

いるかね」 

「ベ つに こわれて いるよう にも 見えません」 



ダイナマイトの 箱 



ダイナマイトの 箱が 積んで あると いう。 

こぶし ごうりき 

それ はたい へんだ。 鉄の 拳 を 持って いる 強力の 機 

械 人間が、 もし あやまって、 その ダイナマイトの 箱 を 

ぼかんと 一撃したら、 たちまち 大 爆発が 起こって、 建 

物 も 人間 も 岩盤 さえ 吹き とんで しまう であろう。 

(なんだ つて このお じさん は、 ダイナマイトの 箱なん 



か、 たくわえて いるの だろう) 

と、 少年た ち は、 へんに 思いながら も、 博士 をた す 

けて、 地階の 奥へ 連れていった。 

「ああ、 そこに 機械 人間が います」 

井上 少年が 叫んだ。 

「え、 機械 人間が いたか。 なに をして いる」 

きんちょう 

博士が、 見えない 目 を 大きく ひらいて、 緊張す る。 

「一生 けんめいに、 機械 や 何 か を 見て いますよ。 ぁッ、 

箱 を 見つけました。 たいへん だ。 ダイナマイトと 書い 

て ある 箱です よ」 

「うう む。 とうとう 見つけた か。 困った。 手 あらく あ 



博士 はとび のいて、 その 場に ころぶ。 

「こんど は どこへ 行こう か。 ここ はもう 興味 を ひく も 

のがない」 

機械 人間 は、 笑う でもな く 怒る でもな く、 ひややか 

にそうい つて、 ひとり ずんずんと 階段 をの ぼって いつ 

た。 

井上と 羽 黒の 二人 は、 勇気 を ふるいおこして、 怪し 

い 機械 人間の あと を 追い かけた。 

怪物 は、 階段 を あがる と、 例の 全 || に 近い 大広間の 

壁の 大穴 をく ぐって、 外にで ていった。 そして どん ど 

んと 早足に なって、 山道 を 下の 方へ とぶ ように 行って 



大ぜ いの 人が いる 必要 はな いのであった。 

とうちょく ふるやま じゅんし 

きょう も 測定 当直の 古山 氏 ほか 二人と、 巡視が す 

きゅうけ いちゅう おおいけ えがわ たいくつ 

んで 休憩 中の 大池 さんと 江川さん の 五 人が、 退屈し 

きった 顔で、 時間の たつの を 待って いた。 そこへ、 のつ 

そりと はいつ て 来た 異様な 姿 をした 人物が あ つ た。 

あや 

それ こそ、 例の 怪しい 機械 人間であった。 

がつ ちゃんが つ ちゃんの 足音に、 所員た ち はすぐ 気 

がつ いた。 ふりかえって みて、 相手の 異様な 姿に 一同 

きも 

は胆 をつ ぶした。 

(機械 人間み たいだが、 どうして ここへ ひとりで は 

い つ て 来たの かしら) 



「そうだ、 そうだ。 分かり もしない くせに、 なまいき 

な こと をい うな。 さあ、 出て 行け」 

江川 も 立って 来て、 機械 人間 をし かりとば した。 

「私なら、 こんな 設計 はしない。 ここのと ころ は、 こ 

うしなくて はならない」 

機械 人間 は、 机の 上から 赤 鉛筆 をと ると、 壁に はつ 

もと ていせい 

て ある 設計図の 上に 赤線 を ひいて、 元の 設計 を 訂正し 

ていった。 

「よせ。 よけいな おせつ かいはよ して、 早く 出て 行け _ 

出な けり や 外へ ほうりだす ぞ」 

江川が 機械 人間の 手から 赤 鉛筆 を もぎと つた。 大池 



に ひびが はいって 来ました。 ぐずぐずして いると、 家 

こうずい 

もろとも 洪水の 中に 落ち こみます。 早く にげなさい。 

早く、 早く」 

「ええ ッ、 ほんと かい。 それ はたい へんだ」 

「お— い、 おまえさん も にげなさい。 命 をお としても 

ヽ ヽ /1\ ゝヽ I 

レレの カレ」 

「にげる けれど、 猫が いないから 探して いるんだ」 

ちょうしゃ 

混乱のう ちに、 め リめリ 音が して、 庁舎が さけ だし 

た。 

ひなんしゃ 

このと き、 最後の 避難者が にげだした。 彼が 戸口 か 

ら 出て、 ダムの 破壊 箇所と 反対の 方向へ、 二三 歩 走つ 



たと 思う と、 庁舎 は 大きな 音 をた てて、 決潰 ダムの 下 

どろみず 

のさ かまく 泥水の 中へ、 がらがらと 落ちて いった。 

「ああ、 助かって よかった よ。 ねえ、 ミィ公 や」 

その 最後の 避難者の 腕に、 まつ 白な 猫の 子が だかれ 

ていた。 

ものす) ^ い 決潰と、 恐ろしい 大 濁流と に、 人々 はすつ 

かり おびえき つていて、 もっと 早くし なくて はなら な 

いこと を 忘れて いた。 

、 やっと それに 気がついた 者が あった。 

「ああ、 あそこに 立って いる。 あいつ だ。 ダム を こん 

なに こわした の は …… 」 



ん なかし こい 大人で も、 あれに は 手 こずるだろう。 も 

ちょう にんげん 

しも わしの 予感が あたって いれば、 あれ は、 超人 間な 

んだ。 超人 間、 つまり 人間よりも ずっと かしこい 生物 

なの だ。 わし は、 あれのた めに、 ひそかに 名 まえ を 用 

意して おいた。 "超人 間 X 号" というの がその 名 まえ だ。 

超人 間 だから、 君た ちがいく 人 かかって いっても、 あ 

ベ こべに やつ つけられる。 だから、 手 を ひいた がいい」 

博士 は、 あの 怪物が、 どうやら 超人 間 X 号で あるら 

しい こと を ものがたり、 そして 話した あとで、 ぞッと 

身、 <;> るいした。 

五 人の 少年た ち も、 この 話 を 聞いて、 急に 不安な 気 



持ちに なった。 

しけいだ い かいえ い 

死刑 台の 怪影 

「先生。 その 超人 間 X 号と いうの は、 いったい 何者か 

んで すか、 どうして そんな 怪物が、 この 世の中に すん 

でい るので すか」 

戸山 少年 は、 谷 博士に たずねた。 

「じつは、 超人 間 X 号 を こしらえ たの は、 わしなん だ。 



わしが 研究所で 作り あげた 人工の 生物なん だ。 それ は 

でんき ぞうき はんぎん 

電気 臓器 を 中心に して 生きて いる、 半 斤の パン ほどの 

大きさの ものなん だ。 この 電気 臓器 をつ くる ことにつ 

いて、 わし は 長い あいだ 研究 を かさねた。 そして 完成 

したの は、 この 春の ことだった。 あらゆる 高等生物 は、 

親のから だから 生まれて くるが、 超人 間 X 号 は、 わし 

の 手で 作った の だ。 ちょうど ラジオの 受信機 を 組みた 

てるよう にね。 分かる ね、 わしの 話が …… 」 

博士の ことばに、 少年た ち はたが いに 顔 を 見 あわせ 

た。 分かる ようで も あり、 あまり ふしぎで、 よく 分か 

りかね ると ころもあった。 そのこと を 博士に いうと、 



人間 X 号の 話 を 聞く ことができなかった。 そして 割り 

きれない 胸 をいだ いて、 病院 を 引き あげたので あった。 

あや 

いよいよ 怪しい かぎりの 超人 間 X 号 は、 今 いずこに 

ひそんで いるの だろう か。 ダム 爆破 以来、 ここに 十三 

日になる が、 彼の 所&は さっぱり 知られて いないの 

だった。 

ところが、 その 曰の 夜、 三角 岳の 南方 四十 キロば か 

くき けいむしょ しけいし つ こうちゅう 

リの 地点に ある 九 鬼 刑務所で、 死刑執行 中に、 怪しい 

影が さした とい う 事件が あった。 

死刑 は 絞首台 を 使う ことにな つ ていた。 

どく さ つ ざ いじょう 

死刑囚 は、 毒殺で 八 人 を 殺した という 罪状 を 持つ 



「あ ッ、 あの人 影 は …… 」 

教誨 師が、 低い 声で 叫んだ 

あみだ どう 

阿弥陀 堂 



執行 官も その 人影 を 見た。 頭部の たいへん 大きな、 

肩 はばの 広い、 大きな 人影であった。 

(だれだろう、 死刑囚の そばへ 近づく の は) 

執行 官は 迷った。 死刑執行 をす こし 待って、 あの 怪 



それから あと は 何事 もなか つ た。 

絞首に きめられて ある 時間が たった。 

執行 官は、 手 はずのと おり、 死刑囚の 死体 をお ろす 

ように 信号 を 送った。 

すると 宙 ぶら りんに なって いた 死体 は、 す— ッと下 

へお りていって、 やがて 穴の 中に 見え なくなつ てし 

まった。 

(な あんだ、 補助 官は 、やっぱり 死刑 台の 地下室に 待つ 

ていたの か) 

執行 官は 安心した。 

きょうか い し 

執行 官と 教誨 師は、 そこで 顔 を 見 あわせた が、 さつ 



そっくりだった。 奥の 正面に は、 西 をう しろに して 木 

像の 阿弥陀如来が 立って おり、 その 前に、 にぎやかな 

仏壇が こしらえ てあつた。 電灯 を 利用した みあかしが、 

ぎんがみ せい はす せんこう たて 

古ぼけた 銀紙 製の 蓮の 造花 を 照らして いた。 線香 立 や 

焼香 ム： F もあった。 

火 辻 軍 平の なきがらの はいった 棺桶 は、 この 前に は 

こび こまれ、 北向きに 安置され た。 それから 太い線 香 

かね どきょう 

に 火が 点ぜられ、 教誨 師が 焼香し、 鉦 をた たき、 読経 

した。 この 儀式 は まもなく 終り、 一 同 はこの 阿弥陀 堂 

から 退出した。 

あと は 阿弥陀 さまと 棺桶ば かりとな つた。 夜 はいた 



だから、 昔 を 知っている 者た ち はお どろいた ので ある _ 

おどろいて、 顔 を 見 あわせた。 もの はいわなかった け 

れど、 目つ きで もって、 村人 はおた がいに いいたい こ 

と を 察した。 

(博士 さま は、 えらく かわったで ねえ か。 えらく 腰が 

ひくくな つた だ) 

(ほんに、 そのこと だ。 どうした わけ だんべ) 

(ああ、 分かった。 このまえ、 ほら、 あの 研究所の 塔 

さ、 雷 さまの ために ぶっこ わされてから、 心がけが 

すっかり かわって、 やさしくな つたんだろう) 

村人 は、 そのく らいの こと を 考え、 その 先 を 考えな 



ほうた い 

頭に 巻いて いるの は 鉢巻きで はない。 あれ は 繃帯ち ゆ 

う もの だ」 

「繃帯ぐ らい、 わし は 知ってい るよ。 繃帯の こと を 

略して 鉢巻きと いうん じ や」 

ご-つじよ-つ 

「強情 だの、 おまえ は」 

「博士 さま、 その 頭の 繃帯 は、 どうしな すった のじ や」 

それにた いして、 博士 は 次のように 答えた。 

はれもの 

「この 繃帯 は、 じつは 悪性の 腫物が できた ので、 そこ 

こうやく 

へ 膏薬 をつ けて、 この 繃帯で 巻いて いるので す。 悪い 

おできの こと だから、 いつまでも 直らなくて、 わし も 

困って います わい」 



「そんなと ころへ できる できもの は、 ほんと にたちが 

よくない から、 くれぐれも 気をつけ なされ や。 そうだ 

じぎ よういん きゅう 

ふもと 村の 慈行院 へいって、 ぉ灸 をす えても らうと、 

き つ と 直る」 

ちんじゅ 

「うんに や、 それよりも 鎮守 さまのう しろに 住んで い 

る 巫女の 大 多羅 尊 さまに 頼んで、 博士 さまに ついてい 

る 神様 を よびだして、 その 神様に "早う、 おでき を 直 

すよう、 とりはからえ〃 と 頼んでも らう 方が、 仕事が 

早い よ」 

「いや、 みなさんの ご 親切 は うれしい が、 わし は 十分 

の 手 あて をして いるから、 ご 心配 はいらん。 それで は 



中の 製造 工場から は、 まもなく りっぱな 製品が どん ど 

ん出 るよう になった。 その 製品 は、 なんであった だろ 

ク ゝ o 

う 力 

それ は 機械 人間であった。 

「仕事 を やらせる にべ んリな 機械 人間 をお 買いなさい。 

畑の 仕事で も、 遠い ところからの 水く みで も、 なんで 

もやり ます。 しかも、 人間の 十 人 分 は 働きます。 一 台 

げ つ ぷ はんぱ い 

わずか 五 千円。 二百 円ず つの 月賦販売 も取リ あっかい 

ます。 一 週間の ためし 使用 は 無料です。 三角 じる しの 

機械 人間 工場」 

こんな 文句から はじまって、 美しい 絵と きをして あ 



超人 間 X 号の しわざであった。 連れ だした というよ 

リも、 X 号が 谷 博士 を 病院から さらって いったと いう 

方が 正しいで あろう。 

なぜ、 そんな こと をした か？ 

X 号 は、 自分 を まもるた めに、 そうする ことが 必要 

だった。 つまり 戸山 君な どの 五 少年の ために、 にせの 

谷 博士で ある こと を 見 やぶられて しまった 今日、 あい 

かわらず 博士が 柿ガ岡 病院に いたので は、 X 号 は 三角 

岳 研究所で 大きな 顔 をして、 もうけ 仕事 をつ づけて い 

られ ない。 

だから、 彼 は 谷 博士 を さらって、 博士の 行方 を、 わ 



それ は、 その 一 階上に ある 図書室の 奥の 外国の 学術 

雑誌の 合本 を 入れて ある 本棚 を、 開き戸 を あける よう 

に 前へ 引く と、 その 本棚のう しろ は 壁 を くりぬいて 

あって、 そこに は 地階へ おりる 階段が 見える、 これが 

ひみつつ うろ 

秘密 通路 だ つ た。 

谷 博士 だけし か 知ら ない この 秘密 通路 を X 号 はちゃ 

んと 知っていた。 なにしろ X 号 は なかなか するどい 観 

察 力 を 持って いたから、 いつのまにか、 この 秘密 通路 

や、 その 下に ある 秘密の 部屋 部屋 を 見つけて しまった 

のであろう。 

X 号 は 博士の 世話 を、 ほかの 者に はさせ ず、 みんな 



自分が した。 

博士 は、 病院から 連れ だされる と まもなく、 この 

誘拐 者が X 号で ある こと を 知って、 おどろいた。 

博士 は、 それ以来、 X 号に さからわない ようにつ と 

めた。 また、 なるべく 口 をき かない ことにき めた。 X 

号 は 博士が こしらえた ものであるから、 博士 は X 号の 

性格に ついて よく 知っていた。 智力の 点で は X 号 は 人 

ちょ-つじん 

間 以上で ある。 いわゆる 「超人」 だった。 そのかわり、 

人間ら しい 愛と か 人情に はかけ ていた。 それが おそろ 

しいので ある。 博士 は、 X 号の ために、 これから どん 

な 目にあわされ るかと、 大 危険 を 感じて いるの だった。 



目の 不自由な 博士の ことで あるから、 こうして X 号 

おお まね 

と 同居して いて、 自分の 身 を まもる ことに 大 骨が折れ 

た。 だが 忍耐 づ よい 博士 は、 その あいだに も、 X 号が 

何 を 考え、 何 を 計画して いるか、 それ を 知ろうと して 

目が 見えない ながら も、 しょっちゅう 気 をく ばってい 

た。 

博士 は、 ある 日、 この 研究所の 建物の 中で 急に さわ 

がしい 声が し、 多くの 足音が 入りみ だれ、 階段 を かけ 

あがったり、 器物が 大きな 音 をた てて、 こわれた リす 

るの を 耳に した。 

そのと き は、 博士の そばに X 号が いなかつ たが、 や 



がて X 号 は、 ぜいせい 息 を 切つ て 博士の そばへ もどつ 

てきた。 

「ああ、 苦しい。 せっかく 死刑囚の からだ を 手に入れ 

てこう して 使って いるが、 このから だは 悪い 病気に か 

じんぞう 

かっていて、 心臓 も 悪い し、 腎臓 もい けない し、 いろ 

いろ 悪い ところ だらけ だ。 これ じゃあ 思うよう に 活動 

がで き やしない。 ああ、 苦しい」 

X 号 は 腹 を 立てて、 寝椅子の 上に ころが リ、 ふうふ 

うぶつ ぶつい うのだった。 

すみ 

博士 は、 隅つ この 破れ 椅子に 腰 をう ずめ、 息 を ひそ 

めて、 X 号の つぶやきに 聞き耳 をた てて いる。 



「きっと やつ て 来る だろうと 思った が、 やっぱり やつ 

て 来 やが つた」 と、 X 号 は ひとりごと をつ づける。 「こ 

の あいだの ちんぴら 少年 どもが、 警察 に 知らした のに 

ちがいない。 あの 少年 ども はうる さい やつら だ、 早く 

かたづけて しまいたい。 おれ を にせもの だと いっぺん 

で 見やぶ り やが つた」 

X 号 は ぷりぷり怒つ ている。 

遠くで、 自動車の エンジン を かける 音が した。 つづ 

けいてき 

い て 警笛が しきりに 鳴る。 

「はは あ、 とうとう 警察の やつら は、 捜査 を あきらめ 

て 引き あげてい くな。 ばかな 連中 だ。 ここに 最 地階が 



た。 そこで 衝突が 起こった。 

だが 引き さがる ような 警官隊で はない。 ついに、 す 

きを 見つけて、 そこから はいって きたの だ。 それから 

家 さがし をして、 この 建物の あらゆる ところ を 調べて 

まわった。 ところが、 にせ 博士の 超人 間 X 号 を 発見す 

る こと はでき なかった。 また その 所在 も わからな かつ 

た。 

ひょっとしたら、 誘拐され た 谷 博士が ここにい るの 

ではない かと、 それ も 気をつけて 調べた ので あるが、 

博士の 姿 もなかった。 

そして 事実 は、 さっきの X 号の ひとりご とでお 分か 



りのと おり、 X 号 も 博士 も最 地階に ひそんで いたので 

ある。 

警官隊 は、 小人数の 見張りの 者 をの こして、 あと は 

みんな、 ふもとの 町へ 引き あげてい つた。 

しんけいかく 

X 号の 新 計画 

「はつ はつ はつ、 みんな あきらめて 帰って しまった。 

そのうちに 、見張りの やつら も 引き あげてい くだろう」 



X 号 は、 窓から 外 をの ぞいて いて、 あざ笑った。 

それ はいいが、 X 号の 方に も、 重大な 問題が あった。 

それ は、 また、 いつ 警官隊が おしかけて くる かも 知れ 

ず、 うるさくて しょうがない。 そして こんな 死刑囚 

火 辻 軍 平の 病気 だらけの からだ を 借りて いると、 いつ 

頓死す るか 知れた もので はない し、 そうかといって、 

また だれかの からだ を 手に入れ、 その 中にはい つたと 

しても、 また 追い かけられる にき まっている。 そこで 

彼 は、 そういう ことの 絶対にない からだ を 手に入れる 

とともに、 そのから だで いれば 世の中へ 顔 を 出しても、 

絶対に 怪しまれず、 疑われずに すむ ものでなくて はな 



らな いと 考えた。 なお、 そのうえに お金が どんどん も 

うかって、 思うよう に 仕事が でき、 そして 不自由の な 

い 生活が できる ことが、 必要 だ。 

これ だけの 条件 を 満足させる に は、 いったい どうし 

たらい いだろう か。 

頭脳の いい X 号の こと だから、 半日ば かリ 考える と、 

一 つの 案が できた。 

じんぞうにんげん 

それ は どんな ことかと いうと、 人造人間 をつ くる こ 

とで ある。 

ここでい う 人造人間と は、 機械 人間の ことで はない。 

機械 人間 は、 外が わ も、 中 も 主として 金属で できて い 



さいぼう 

し、 それから さらに 研究 は 深くな つて 人造 細胞 を 作り 

あげた。 また、 人造 神経 系統 を 作る ことに も 成功した。 

のうずい 

それから それら を まとめて 人造 脳髄が できた の だ。 そ 

して 最後に 谷 博士 独特の 新製品で あると ころの、 いわ 

でん ぞう 

ゆる 「電 臓」 が 完成され たの だ。 そして X 号の 正体 こ 

そ、 その 「電 臓」 に ほかなら ない ので ある。 そういう 

わけ だから、 この 研究所に ある 設備 を 利用 すれば、 人 

造 人間 を こしらえる こと はそんな に むずかしくな いは 

ずで ある。 

X 号 はまず 手 はじめに、 試験的に 二つの 人造人間 を 

こしらえる ことにした。 甲 号 は 男 体で あり、 乙 号 は 



女体に 作り あげる ことにな つ た。 

仕事 は、 さっそく はじめられた。 谷 博士の 研究 ノ— 

トを 見、 そして 番号 を ひきあわせて その 器械 器具 を 出 

して 動かして みれば、 人造人間 製作の やりかた は、 だ 

ん だん 分かって 来る のだった。 X 号 はこの 仕事に かか 

ると き、 谷 博士に 手つ だえ と 命令した が、 博士 は 首 を 

がんきょう 

ふって、 頑強に こばんだ。 それで X 号 はやむな く 彼 

ひとりで 仕事 を はじめた のであった。 

その 仕事 は 一 週間 かかった。 

X 号と して は、 ずいぶんの 時日が かかった ように 

思った が、 もし 人間が すると、 それが 谷 博士であって 



も、 すくなくとも その 三倍の 日数が かかった ことで あ 

ろう。 

とにかく、 二 体の 人造人間が できあがった。 いや、 

できあがった というに は、 まだ 早い。 人造人間の 形 だ 

けが できあがつ たという 方が 正しいで あろう。 

男の 方 は 四十 歳ぐ らいの、 肩 はばのひろい りっぱな 

体格の 人間だった。 女の 方 は、 十六 七 歳の 少女だった。 

そこまで はう まくい つたが、 その 先の 仕事に X 号 は 

困って、 さじ を なげだした。 すなわち、 人造人間 は、 

形 だけ は 本物 の 人間と ちがわない くら いに みごとに で 

き あがった ので あるが、 それ は 死んだ ようにな つてい 



て、 呼吸 もしなければ、 目 も 動かさず、 もちろん 歩き 

もしなかった。 

「これ は 困った。 その 先の こと は、 谷 博士の 研究 ノ ー 

ト にも、 あまりく わしく 書いて な いんだから、 いよい 

よ 困った」 

困った ままで、 おいてお くこと はでき ない。 そこで 

X 号は最 地階に 監禁して ある 谷 博士の 前へ やって来て、 

その 問題 をく わしく 話 をし、 それから 先 どう すれば よ 

いかにつ いて 博士に 教え を 乞うた。 

X 号の 方で 頭 を さげんば かりにして 博士に 頼んだ の 

であるから、 それ を 見ても X 号が よほど 困った ことが 



分かる。 

「わし は、 いや だ」 

やつれ はてた 博士 は、 頑強に こばんだ。 

い ちげ き こぶし 

X 号 は 博士 を 一 撃の もとにた たき 殺そうと して 拳 

を ふりあげた。 が、 そのと きひ どい 神経痛の ような も 

のが X 号の 右 半身に 起こった ので、 腕が しびれて 動か 

なくなった。 

博士 は、 あぶない ところで、 難 をまぬ かれた。 

神経痛が おさまる ころに は、 X 号 は 気 もしず まって 

別の こと を 考え だした。 

のうは じゅしんき 

「そうだ。 博士の 知識 を 脳波 受信機で 引きぬ いて やろ 



う」 

脳波 受信機と いうの は、 人間の 頭の 中に ある こと を 

キー か いおきば 

知る 機械 だ。 これ も 谷 博士が 完成して 地階の 器械 置 場 

に 備えつ けて ある。 

この 器械の 原理 は、 人間の 脳髄が 考え ごと を はじめ 

ると、 脳波と 名 づける 一 種の 電波が 出て くるから、 そ 

れを 受信す るので ある。 受信した 脳波 は 増幅して 別の 

人間の 脳髄の 中に 入れる。 すると はじめの 人間が 考え 

ている ことが、 第二の 人間の 脳髄に 反映して 分かる の 

である。 その 反映した ことがら を 第二の 人間に しゃべ 

ら せる こと もで きる し、 童|1 きとら せる こと もで きる。 



X 号 は、 これ を 使う こと を 決心した のであった。 た 

だし、 これ をす るに は、 一人の 人間が いる。 生きた 人 

間 を 見つけて こなくて はならない。 それ を どうす るか。 

X 号 は、 そこで ちょっと 行 きづ まって、 椅子 を 立ち 

あが ると 窓のと ころへ 行った。 

窓から 外 を 見る と、 研究所の 塀の かげに ひとりの 怪 

しい 男が 身 を ひそめて、 しきりに こっち をう かがって 

いるの を 発見した。 それ は 今回の 事件の ために 命令 を 

やまがた しふくす がた 

うけて、 この 研究所 を 監視し て い る 山形 警部 の 私服 姿 

であった。 

「あの 男 を 連れて こよう。 すぐ 手近に 見つかつ たの は、 



ありがたい」 

、， ほ 

X 号 は、 機械 人間た ち を 呼び だして、 山形 警部 逮捕 

の 命令 を 出した。 

警部 は、 かんたんに 逮捕 せられた。 機械 人間の 大力 

と 快速に あって はかなわない。 



神 を 恐れぬ 者 

山形 警部 は、 失心 状態 になった まま X 号の 前へ 連 



れて こられた。 

X 号 は 警 部 を 生き かえらせた。 

警部 はわれに かえった。 そして 目の前に 怪しい 人物 

を 見た ので、 

「あつ、 君 はだれ か」 

と、 叫んだ。 

「わし か。 わし は 君が 探して いる 者 だよ」 

X 号 は、 顔 をぬ つと 前に つきだした。 彼の 頭部に あ 

る 手術 の あとのみ にく い 縫目が 、 警部 を ふ るえ あが ら 

せた。 

「やや ッ、 君 は 死刑囚の 火 辻 軍 平 だな」 



「正確に いうと、 それ はちが うんだ がね」 

きょう 

と、 X 号 はつい 興 に 乗って からかい 半分、 そういつ 

た。 

「火 辻のから だ を 借りて いる 者 さ。 よく おぼえて おく 

がいい。 わし は X 号 だよ。 谷 博士が わし を 作った の だ。 

超人 間の X 号 さ。 うわ はは は」 

「ええ ッ、 X 号 は 君 か」 

「おどろい たか。 よく 顔 を 見て、 おぼえて おくがいい」 

「うぬ。 そのうちに きっと 君 を 捕縛して みせる ぞ」 

「それ は 成功し ないから、 よしたが いい。 とにかく、 

それで は 早く 仕事に かかろう。 君と はもう 口 をき かな 



い ザ ，- とに する」 

「早く、 私のから だ を 自由にせ よ。 君に は、 私 を 捕ら 

える 権限が ないじ やない か」 

「そのうちに、 君 を 自由に してやる よ。 当分 ここにい 

て、 わしの 仕事に 協力しても らうの だ」 

「いや だ。 X 号の 仕事のお 手つ だい を させられて たま 

る もの か」 

ま 

「吠える の はよ した ほうがい いよ。 わし は、 だれが な 

ん といおうと、 計画した こと はやり とげる の だ」 

X 号 は、 それから のち は 山形 警部の 怒号に はとり あ 

わなかった。 彼 は 仕事に かかった。 彼 は、 機械 人間に 



X 号 は、 機械 人間に 命じて、 谷 博士 を この 実験室に 

引っぱって 来させた。 博士 は、 目 は 見えない ながら、 

危険 を 感じて、 しきりに 抵抗した。 しかし、 やつれき つ 

た 博士が、 機械 人間に 勝つ はず はない。 ついに 博士 は 

X 号が 持ち だした 椅子に しばりつけられ、 そして 脳波 

しゅうはかん はち ま 

受信機の 収波冠 を 頭に しつ かりと 鉢巻きの ように かぶ 

せられた。 博士 は それ を ふり 落とそうと、 しきりに 頭 

を 振った が、 それ は 空しい 努力であった。 収波を あつ 

める 収波冠 は、 博士の 頭部に くいつい たように、 しつ 

かり 取りつ いていて、 はなれなかった。 

それから X 号 は、 みずから 長い 電線 を 引っぱり 仅波 



受信機の 接続 を 一 つ 一 つ 仕上げて いった。 

「これでい い。 これで わしの 知りたい こと は、 みんな 

分かる の だ。 さあ、 それで は 谷 博士に 質問 を はじめる 

力な」 

そこで X 号 は、 谷 博士に 質問 を はじめた。 

「こういう 問題が ある。 この 研究所の 機械 を 使い、 谷 

博士の 研究 ノ— トの 示す とおりに して、 人造人間 を 作 

りあげた。 ところが その 人間 は 眠った ようになって、 

目が さめない の だ、 どこに 欠点が あるか、 それ を 考え 

なさい」 

と、 X 号 は 椅子に しばりつけた 谷 博士に 向かって た 



しかしい つで も 雷雲が 近くに ある わけで はない から、 

おい それと すぐに はまに あわない 場合が ある。 もう 一 

つの 欠点 は、 人造人間の 脳髄 を 作る 研究が なかなかむ 

ず かしい こと だ。 百 個 作っても 五 個し か 成功し ない。 

だからむ しろ ほんとうの 人間の 脳髄 を 移植す る 方 がら 

くで ある。 おそらく こんど 造った 人造人間の 脳 も 失敗 

作な のであろう」 

谷 博士の 頭の 中に 浮かんだ 考えが、 そのまま 山形 警 

部の 声に なって、 部屋 中に ひびきわたった。 

X 号 は よろこんだ。 谷 博士 は、 くやしが つて 歯が み 

をし、 身 もだえして、 椅子 をが たがたい わせた。 



そんな ことで、 X 号 は 手 を ひかえる ような こと はな 

かった。 つぎの 質問に 移って いった。 

すると 博士の 頭の 中に 浮かんだ 回答が 、 山形 警部 の 

声で 出て 来た。 こんな こと を 繰り かえした もの だから、 

もん ぜ つ 

博士 はついに 悶絶して しまった。 

「はは は、 弱い やつ だ」 

X 号 は 笑って、 脳波 受信の 実験 を 一 時 中止す る こと 

にした。 

しかし さしあたり、 彼が 知りたい と 思って いた こと 

は、 知る ことができ たので、 こんど は、 例の 死んだ よ 

うにな つ ている 人造 人体 を 生かす 実験に とりかか つ た。 



気室に はこび 入れられた。 

百万 ボルトの 高圧 変圧器の スィッチ は 入れられ、 お 

そろし い 火花が 飛んだ。 

電撃が、 人造人間の 上に 加えられ たが、 その 結果 は 

失敗だった。 どういう わけ か、 その 途中で、 人造人間 

のから だが、 ぷすぷ す 燃え だした。 強い 電流が、 人造 

人間の からだの 一 部に 流れた ためであった。 

「これ はいけ ない。 困った ぞ、 困った ぞ。 どう すれば 

、、ゝ I 

レレ 力」 

X 号 は、 しばらくうな つていた が、 そのうちに 心が 

きまった。 彼 は、 一部分 黒々 と 焼けた 男性の 人造 人体 



を 電撃 台から 引きお ろす と、 電気 メス を 手に とつ て 頭 

蓋 を ひらき、 さ つ き 移植した 山形 警部の 脳髄 を 取り だ 

した。 そして それ を 持って、 大急ぎで、 もう 一 つの 女 

体の 人造人間の ところへ 走った。 

彼 は、 非常な 速さで もって、 今 引っぱり だして 来た 

警部の 脳髄 を 女体の 人造人間の 頭蓋の 中へ 移植した。 

そして ほっと 一 息つ いた。 

「こんど は、 うまく やりたい もの だ」 

ふたたび 電撃が 行われた。 

その あいだ、 さすがの X 号 も、 深刻な 顔つきに なつ 

のうひんけつ 

て 今にも 脳貧血 を 起こしそう になった。 が、 こんど は 



女体から は 黒い 煙 も あがらず、 その 電撃 操作 は 成功し、 

女体 はかす かに 目 を ひらいて、 台の 上で 動き はじめた。 

「しめた。 こんど は 成功した らしい」 

X 号 は、 大 よろこびで、 スィッチ を ひらく と、 電撃 

台に とびついて、 生 を 得た 女体 人造人間 を 抱きお ろし 

た。 

「よう、 みごと だ、 みごと だ。 もしもし お嬢さん。 わ 

しの 話が 分かる でしよう」 

「なにが、 お嬢さん だ。 私 は 山形 警部 だ」 

くちよ 1 つ 

と、 その 女体の 人造人間 は 怒った ような 口調で 答え 

た。 



娘と 警部 

さすがの 超人 間 X 号 も、 その 日 はすつ かリ くたびれ 

てし まい、 ベッドに もぐりこ むと、 正体 もな く 深いね 

むりに 落ち こんだ。 

彼 は、 すこしの 心配 もな くねむ つた。 というの は、 

この 秘密の 最 地階の こと は 外部に は 知られて いないし、 

また この 最 地階から そとへ 出て いく 出入 リロ は、 彼が 



じょう かぎ 

しっかり 錠 をお ろし、 その 鍵 はだれ も 気の つかない 

やくひん とだな， くぎ 

薬品 戸棚の 裏に うちつけて ある 釘へ ひ つ かけて あるの 

で、 何者 もこの 最 地階から 外へ 出られな いと 信じて い 

た。 

ところが、 その 翌朝 七 時に 彼が 目 を さまして みると、 

その 秘密の 出入り口が あいてい るので、 びっくりした。 

錠 は、 内が わから 鍵が さしこまれた まま、 みごとに ひ 

ら かれて あった。 

「しまった。 何者の しわざ か」 

X 号 は、 おどろく やら、 腹 をた てる やらで、 そこに 

ふたたび 綻を かける と、 急いで 引き かえした。 



彼 は、 実験室の 戸 をお して、 中へ はいった。 

「おお、 谷 博士 は、 ちゃんと いる ぞ」 

谷 博士 は、 椅子に しばりつけられた まま、 首 をが つ 

くり 前に たれて いた。 死んで いるよう でも あり、 まだ 

死んで はいない ようで もあった。 とにかく 博士が そこ 

に 残って いるので、 X 号 はまず 安心した。 

そばに よ つてみ ると、 博士 は、 心臓が # 弱 している 

ようで、 脈が わるい が、 しかし ちゃんと 生きて いた。 

X 号 は よろこんだ。 博士 はこん こんと ねむって いるら 

しい。 

もう ひとりの 人造人間の 女の子の 姿 を、 X 号 は 探し 



まわった。 が、 これ は どの 部屋に も 見つからなかった。 

「ふふん、 すると、 あの 人造人間が、 錠 を あけで 逃げ 

だした とみえる。 はてな、 最後に あの 人造人間 を、 ど 

しま つ 

う 始末して おいた かしら」 

X 号 は 記憶 を 一 生けん めいに よびおこして みた。 

「そうだ。 あの 少女の 姿 をした 人造人間 は、 男の よう 

な 声 を 出して、 あばれだ したんだ。 それで おれ は あの 

少女 をお さえつけ、 綱で ぐるぐ る卷 きにして、 組立 室 

きじゅう き 

の 起重機に つるして おいた。 たしかに そうだ」 

そのような 状態で は、 少女の 人造人間 は 逃げる こと 

がで きない はず。 とにかく 組立 室へ 行って みれば 分か 



ると、 X 号 は そちらへ 小 走りに 走って いった。 

そこで は、 起重機から、 だら リと 綱が ぶらさがって 

いる だけだった。 

少女が 逃げた こと は、 いよいよた しかであった。 あ 

のか ぼ そい 身で、 このように 綱 を ほどき、 それから あ 

の 秘密の 出入 リロの 鍵 を さがしだして、 うまうまと 逃 

げて しまったんだ。 なんという、 すばしこ いやつ だろ 

う。 

のうずい 

「ああ、 そうか。 あの 娘の 頭蓋の 中に、 警官の 脳髄 を 

いれた のが、 こっちの 手落ちだった な。 よほど 頭の き 

く 警官ら しい」 



足 柄 警官 は、 娘に さんざん 手 を やいて —— 彼 は 山形 

警部が 少女 姿に なった こと を、 いくど 聞いても 信じな 

い。 —— おりから、 ちょうど 交替の 警官が 来たの を さ 

いわい、 娘 を つれ、 出張 中の 捜査本部の ある 竹柴 村へ 

おりて いった。 

ひもろ けんじ 

知らせ を 聞いて、 奥から 氷室 検事が とびだし てきた。 

そうさ 

この 氷室 検事 は、 X 号 を 捜査す る 警官隊の 隊長 だ つ た。 

「や あ、 氷室 検事、 私 はこん なな さけない 姿に なって 

しまいました。 同情して ください」 

みじかい 少女 服 を 着た 女の子が、 いきなり 検事に と 

りすが つて、 顔に 似合わぬ 男の 声 を 出した ので、 検事 



「よろしい。 それで は 今夜 半 を 期して、 研究所の 最地 

階へ 忍び こむ ことにしよう」 

検事 は、 部下 を 集めて、 手配の こと を 相談した。 

このと き、 気が 変にな つ た 娘と 思われて いた 少女 姿 

の 山形 警部が、 いろいろと 研究所 内の 事情に ついて、 

よい 参考に なること を しゃべった。 ことに、 最 地階の 

出入り口の 錠の ことと、 それが その 階上の どんなと 

ころへ つづいて いるかと いう こと、 この 二つ はたい へ 

ん 参考に なった。 

(なぜ この 娘に 山形 警部の たましいが のりうつ つてい 

るの か 分からん が …… ) と 警官た ちの 多く は、 そう 思 つ 



た。 

(しかしと にかく、 今 しゃべって いるの は 山形 警部の 

たましいに ちがいない) 

へんてこな 気持だった。 

でも、 会議が 進む につれ、 みじかい 少女 服 を 着た 娘 

の 発言 は 重視され、 そして 彼女 はだん だん 山形 警部と 

しての あっかい をう ける ようになった。 

じょた い 

会議が 終る と、 女体の 山形 警部 は、 食事 をと つて そ 

の あと、 ねむい ねむい といって、 寝床 をと つて もらつ 

て、 その 中に もぐりこんだ。 

その あと は、 本部の 中 は、 怪 少女の 話で もちきり だ つ 



そこ は 一階だった。 玄関と 奥の 中間のと ころに ある 

窓 だ つ た。 

それから 先の 案内 は、 女体の 山形 警部に まさる 者 は 

なかった。 

警部 は 先 に 立ち、 そのうし ろに 護衛の 警官が 三人つ 

づ いた。 もしも この 怪 女が へんな 行動 をし そうだった 

ら、 ただちに とりお さえる 手 はずに なって いた。 が、 

女体の 山形 警部 はわる びれ ず、 奥へ すすんだ。 そして 

秘密の 出入り口 を 教えた。 

と ， J ろが y J - に 困難が ひかえ て いるものと 予想され 

た。 というの は、 最 地階から 山形 警部が 出て くると き 



に は、 この 秘密の 出入り口の 鍵 は 内が わにあった から、 

探し だ し て すぐ 使う ことができた。 し かし 今 警官隊 は、 

じょうまえ 

外が わから はいろうと している。 錠前 も 鍵 も 向こう 

がわに あるの だ。 どうしたら、 錠前 や 鍵に 手が とどく 

だろう か。 それ を 心配しながら、 検事の 命令で、 警官 

の 一 人が、 力い つばい 戸 をお した。 

「あ ッ、 開いた」 

意外に も、 戸 は 苦 もな く 開いた。 錠が かかって いな 

かった ので ある。 警官た ち は よろこんだ。 検事 もよ ろ 

こんだ が、 反射的に、 (これ は 用心し なければ いけない。 

相手 はわな をし かけて 待って いるの かもしれ ない) と 



思 つ た。 

一 同 は、 全身の 注意力 を 目と 耳に あつめ、 足音 をし 

のんで、 最 地階へ はいって いった。 警官の 手に にぎら 

れた ピストル は、 じっとり とつめ たい 汗に うるおって 

いた。 だんだんと 奥へ 進む。 

女体 の 山形 警部が 、 いよいよ どん づ まりの 場所へ 来 

たこと を 手 まねで しらせた。 そして 彼女 は、 声 をし の 

んで いった。 

「 ァ J の 扉 を ひらけば 実験室 だ。 そ ， J に 博士 は 椅子に し 

ばられ、 怪人 は おそろしい 顔 をして、 器械 を あやつつ 

てい るんだ。 扉 を やぶったら、 どっと 一せ いに とびこ 



むの だ。 一 度に かかれば、 なんとか 怪人 をと りお さえ 

る ことができる かもし れん」 

警部 は、 やっぱり 怪人の 力 をお それて いる ことが 分 

かった。 そこで 彼女 はう しろへ さげられた。 

運命 を 決する 死の 扉 か 〔# 「か」 は 底本で は 「が」 

と 誤植〕、 望み かなう 扉 か、 扉に 力が 加えられた。 扉 は 

かるく ひらいた。 「それ ッ」 と 一同 はとび こんだ。 ぁッ 

と 目 を 見 はる ほどの 宏大な 実験室だった。 

その 部屋の まん 中に、 谷 博士が 椅子に 腰 を かけて い 

る。 

「あ、 谷 博士 だ！」 



られ たと きとち がい、 ずっと、 お 元気に 見えます が… 

〜」 

「はは はは、 わしの 家へ もど つ て 来たから、 元気に なつ 

たんだね。 やっぱり 自分の 家が 一番く すりだ」 

「ああ、 そうです か」 

博士と 少年の 話 を、 もどかし そうに 聞いて いた 検事 

は、 

「もし、 谷 博士。 職権 を もってお たずねい たします が、 

ここに 怪人が い た はず で すが 、 今 ど こに お リま すか。 

お教えね がいたい」 

と、 怪物 X 号の 存在 を 質問した。 



わって いるの は、 人間ぐ らいの 大きさの ものだった。 

博士 は カンバス をめ くった。 

ひつじ ぐんべ い 

「あ ッ、 たしかに 火 辻 軍 平 だ」 

死刑囚だった 火 辻 軍 平のから だに ちがいない。 よく 

見る と 頭蓋が ひらかれ、 脳髄の はいって いたと ころ は 

からつ ぼ だ。 

「わし は、 責任 を 感じて います。 わしの 作った X 号と 

いう 電臓 は、 死刑囚 火 辻のから だ を 利用して いたの だ。 

電臓 はこの 中にはい つていた の だ」 

くうきょ から 

と、 博士 は、 空虚な 頭の 殻の 中 を 指さした。 

「その X 号の 電臓 とやら は、 どうしたんで すか」 



「うむ、 それ こそお そるべき ものな の だ。 わし は X 号 

を 高圧 電気に よって 殺した。 そして 今 は 死んで しまつ 

た X 号の 電臓 はこ こにし ま つ て ある」 

そういって、 別の 戸棚 を ひらいた。 そこに は 大きな 

ガラスの 器に 厳重に 密封 せられて、 脳髄の ような もの 

が 保存され ていた。 

「これが、 氷室 君た ち を 悩ませ、 わし を 苦しめた 恐る 

べき X 号の 死体なん じ や。 もうこれ で 諸君 も 天下の 

人々 も 安心して よいの じ や」 

「ふ ー ん、 これが あの おそろしい 力 を 持って いた X 号 

の電 臓です か」 



「やれやれ、 谷 博士 は 無事に T J の 研究所 へ 帰って来ら 

れ たし、 おそろしい 超人 間 X 号 は、 息の根 を とめられ 

てし まった し、 これで 長い あいだの 怪事件 も、 すつ か 

りかた づき ましたな。 これで わしら も 大安 心 じ や」 

かく やかく へ い 

村長の 角 谷 岳 平が、 そういって 大きな ため 息をつい 

た。 

「いや、 ほんとうに、 みなさんに ご迷惑 を かけて あい 

すまん ことでした。 これからの 私の 仕事 は、 みなさん 

ちか 

たち を 幸福に する ような 方向へ 進めて 行く こと を 誓い 



ます」 

谷 博士 は、 これまでの 気 むずかしい 態度 を ひつ こめ、 

悔悟した 罪人の ように、 しおら しい こと をい つた。 

氷室 検事 も、 この 場の 調子に 引き こまれた ものと 見 

え、 

「まことに けっこうな ことです。 博士の 方に も、 また 

各 村の 住民 諸君の 方に も、 今回の 事件に ついて それ ぞ 

そうほう 

れ 言い分 は あると 思う が、 ここで 水に 流して、 双方 仲 

よくやっても らいましょう。 どうか 博士 も、 今後 は あ 

の X 号の ような、 世間に 迷惑 を かける 怪しい もの を 作 

ら ないように 気をつけて ください」 



「さあ、 それ はわし に は 自信がない のです がね え」 

と、 博士 は、 困った 顔 をして 見せた。 

「なぜです。 それ は なぜです か、 私 を こんな 姿に した 

の は、 博士、 あなたじゃありません か」 

「わしで はない。 X 号が やった のです」 

「でも、 あなたが 指導し ました。 あなたが 手術の やり 

かた を X 号に 教えなければ、 私 はこん なから だに かえ 

られ なくて すんだ のです」 

「わし は、 X 号に 強いられた。 そして X 号 はわし の 脳 

の 働き を 盗んだ。 憎い やつ だ」 

「だから、 博士、 あなた は、 私 を もとの からだに 直す 



ことができる のです。 私の もとのから だは、 あの 冷蔵 

室に ちゃんと そのまま になって 保存され ています。 さ 

あ、 早く、 あの もとの からだへ 私の 脳髄 を 移し かえて 

ください。 博士、 お願いします。 私 は、 こんな 女の子 

のから だで、 これ 以上 生きて いられません」 

娘 姿の 山形 警部 は、 泣いて 谷 博士に 訴えた。 

だが、 博士 は 首 を 左右に 振った。 

「お 気の どくに は 思う が、 すべて は、 X 号の やった こ 

とです。 わしに は、 そんな 乱暴な 手術 をす る 勇気が あ 

りません わい。 わしに、 それ をせ よと いっても 無理と 

いう もの だ」 



博士 は 尻) ，- み をす る。 

山形 警部 は、 博士に すがりついて、 いよいよ 気が 変 

になった ようになって 頼み こむ。 それ を 見る に 見 かね 

て 氷室 検事 も ロぞぇ をして、 博士に 頼んで みた。 

ようやく 博士 は、 こういった。 

「それほどい われるならば、 いつしか わしの 気持ちが 

非常によ くな リ、 からだの 調子 も 上々 の 日に、 思いき つ 

て 手術 をして あげよう。 それまで はおとな しくして 待 

ちなさい」 

くちやくそく 

これ だけの 口約束が 、 山形 警部 をた いへん 喜ば せ た 。 

彼 はもとの からだに 戻る 希望 を 持てる 身に なった ので 



ある。 

さんかく だけ 

三角 岳 メトロポリス 



それ以来、 X 号の 乱行 は、 まったく 見られ なくなつ 

た。 

そうで もあろう、 X 号の 本尊で ある 電臓 は、 谷 博士 

の 手に よって 死刑囚 火 辻の 遺骸から 取り だされ、 そし 

て 活動 を 停止され、 博士の 冷蔵室の 中に、 厳重に 保存 



されて あるの だ。 

火 辻の 遺骸 は、 あのと き 氷室 検事の 一 行が 引きと つ 

ていった。 

これでもう X 号の 活動 は 完全に とま つ てし ま つ た わ 

けで ある。 

谷 博士 は 日 ましに 元気に なって いった。 そして 博士 

が あのと き 氷室 検事に ちょっと もらした とおり、 この 

あたりの 村々 を 栄えさせる ための 空前の 大事 業に 手 を 

染めた のだった。 

しゅうちく 

まず、 道路の 修築が 始まった。 

がけ ほきょう けいしゃ 

山 を 切りと り、 崖 を 補強し、 傾斜の ゆるやかな 道路 



谷 博士に 化けて いた X 号 も 機械 人間 を 作って 売り だ 

した。 今、 谷 博士 も、 同じように たくさんの 機械 人間 

を 製造した。 どっち も 同じ こと を やった。 しかし こん 

ど 谷 博士の 作り だした 機械 人間 は、 非常によ く 働き、 

そして 正確に 行動した。 からだの 大きさ も、 ずっと 大 

きかった。 顔 は 同じような 機械的な 円い 同じ 目鼻 をつ 

けた 顔で あつたが、 博士の 作った 機械 人間 は、 滑稽で 

どうじ 

とぼけた 童子の ような 顔つき をして いた。 だから 村人 

たちから 親しみの 目で 見られた。 

こうして 道路が できあが ると、 こんど は 土地の人の 

ために、 すばらしい 家 を 建てて あたえた。 



物は势 様な 形 をして いて、 だれも 一 度 見る と 忘れられ 

ない。 しかし、 村民の 中には、 こんどの 研究所の 建物 

の 形が、 どうも 気味が わるくて ならない、 やっぱり 前 

のき ちんと した 塔の 方が、 感じが よかった という 者 も 

あった。 

とにかく、 この 塔 を 中心に して、 この 三角 岳 地方 は、 

都会に もま だ 見られない ほどの す) 」 い 機械 文化 都市が 

建設され たのであった。 そしてな おお どろく こと は、 

これらが わずか 半年の あいだに 完成した のであった。 

谷 博士 は、 毎日 五 百 体の 機械 人間 を 使った という こ 

とだが、 もちろん それ は 原子力 を 利用して、 仕事の 



ない。 目につく の は、 すこしう しろの 道ば たに、 一本 

の 大きな 木が 立って いる だけであった。 

「もしもし、 あなたが たは、 ここから 道 を 八百メ —， r 

ル ばかり 引き かえす のです。 すると 地下 壕の 中にはい 

ります。 そこで あなたが たは、 一 階上に あがる のです。 

ほうこう ひょう 

そして 4 と 書いて ある 方向 標を 見つけ、 その 方向へ 

どんどん 歩いて いらっしゃれば、 まちがい なく、 三角 

岳 研究所の 下へ でます。 お分かりで すか」 

「どうもありがとう」 

二人の 大学生 は、 話の 途中で、 その 声が うしろの 立 

ち 木の 中から 聞こえて くるのに 気がついた。 二人 は そ 



と 同じに 見えた。 

「ヒ まま ま I 

r う 5 5 5 5 し 

二人の 大学生 は、 その 場に 腰 をぬ かしてし まった。 

彼ら は、 山の 中で、 お化けの 木に 出あった と 思った か 

らだ。 この 次 は、 二人とも このお 化けの 木に たべられ 

てし まう だろう。 

「ほほ ほほ」 と、 お化けの 木 は、 枝 を ゆるがして 葉 を 

さらさら とふる つ て 笑 つ た。 

「ここ は、 三角 岳の メトロポリスです。 あなたが たは、 

ここへ いらっしゃったら、 世界 第一 の 文化 都市へ 来た 



ろぼ-つ 

とお 思いに ならない といけ ません。 私たち 路傍の 立ち 

木に も、 人間の 脳髄と 同じような 考える 器官 も あれば、 

発声の 器官 も あるので す。 これ は みんな 市長の 谷 博士 

が こしらえて、 私たちに つけて くだす つたので す」 

大学生 はお どろいて、 引き かえした。 立ち木が 人と 

同じような 感覚 を 持って いるなん て、 そんな ことが 

じん こうでん ぞう 

あってい いだろう か。 もっとも 谷 博士の 人工 電臓 のこ 

と を 知っている 者なら、 それが うそで はない と 思う だ 

ろう。 

「この 三角 岳 メトロポリスに は、 われわれ 木の ほかに、 

こんちゅう けもの 

昆虫、 鳥、 小さい 獣、 石な どに も、 人間と 同じよう 



博士から、 最新の 科学技術の 教え を 受ける のが 目的 

だった。 しかし そのほかに、 もっと 少年た ちが 力 を 入 

れ ている ことがあった。 それ は、 かねて 少年た ちが 胸 

の 中に ひそめて いた 不審 を 明きら かにす る ことだった。 

その 不審と は、 読者 諸君 も ごぞんじ のように、 谷 博士 

の 人 がらが どうしても 気にな つ てしょう がない こと 

だった。 

りよう よう 

博士 は、 姉ガ岡 病院で、 目の 療養 をして いる ころ ま 

では、 戸山 君た ち 五 少年が、 ほんとうに 心から 親しめ 

ゆうか い 

る 博士だった。 ところが、 博士が X 号に 誘拐 せられて、 

りょうがん 

この 研究所へ もどって 来、 そして その 両眼が はっき 



博士 は タオルで、 からだの 汗 をぬ ぐいながら、 機械 

人間に たずねた。 

「はい、 もう 部屋に かえって 寝た と 思います が、 見て 

まいりましょう か」 

「きょうはお そいから、 もういい よ。 しかし あの 五 人 

の 行動に はちよ つと ふに おちない ところ も ある。 あす 

で んぞぅ 

から あの 部屋に、 電臓 をし かけて、 その 行動 をい ちい 

ち 報告させる ようにして くれ」 

「はい。 かしこま リ ました。 何に しかけましょう か」 

「テ— ブル か、 壁 か、 そうだ。 壁が よかろう。 むかし 

から 壁に 耳 ぁリ、 という からな。 はつ はつ は- 



かったら、 だれ だとい うんだい」 

「もしかしたら、 …… X 号が 博士の からだの 中に しの 

びこんで …… 」 

この おそろしい 想像に、 少年た ち は 冷水 を あびせ か 

けられた ように、 震え あがって しまった のだった。 

「どうして どうして、 そんな ことが わかる」 

「だって、 君、 ふつうの 人間なら、 百万 ボルトの 電流 

を 頭に かけられたら、 一分 一秒で も、 生きて いられる 

わけが ないじ やない か。 それ だのに、 博士 は にゃにゃ 

笑って いる。 ほんとうの 博士なら、 どんなに 不死身 

だ つ て …… 」 



だれも 答える ものはなかった。 

「いっか 博士 は ぼくたちに、 病院で、 X 号の こと を 話 

でん ぞう 

して くれたね。 博士が 作った 人工 生物、 電臓 は、 三千 

ボルトと いう 高圧の 電気 を あびて、 はじめて 生命力 を 

持つ たんだ。 そして 初めは、 機械 人間の からだの 中に 

はいって いた。 それから 火 辻 軍 平の 死体の 中へ はいり 

こんだ …… 」 

四 人 はがたが た 震えて いた。 

「そんな ことができる くらいなら、 X 号が 谷 博士 を 殺 

して、 その 屍体の 中へ はいりこみ、 われわれの 目 を ご 

まかす こと も、 ちっとも むずかしい ことはないだろう _ 



そうだよ。 きっと それにち がいない とも。 それ だから、 

ああして 百万 ボルトの 電流 を あびても、 平気で 生きて 

いられ るんだ よ」 

「そうか も 知れない ね。 だけど、 それで は ぼくたち は、 

どう すれば いいんだ い」 

「X 号と いうの は、 どんな こと を 考えて いるの か。 ぼ 

くた ちに はま だよ く 分らない。 だが、 こうして この あ 

たりが、 まるでお けば かり 住んで いるよう な、 ふし 

ぎな 国に なって いるの は、 X 号が 何 か をた くらんで い 

る こと を ものがたつ ている。 これ はこの ままに はして 

おけない よ」 



「それで はどう すれば いいんだ ね」 

「なんとかして、 X 号の 秘密 を 探り だして、 みなに 報 

告す るんだ」 

「どうして 探 るんだ い」 

「う— む。 それ はね …… 」 

さすがの 戸山 少年 も、 その 方法に は、 ちょっと 困つ 

た 様子であった。 何しろ この 建物の 中で は、 机が 動き 

だす かも 知れず、 壁に 耳が あるか も 知れない ので、 何 

一 つゆ だん はで きないの であった。 

その 時で ある。 廊下に ことこと という 足音が 聞こえ 

て 来た。 人間の 足音で はない。 機械 人間が、 廊下 を 一 



実験室の 中には、 人間 一人い なかった。 壁の ス イツ 

チを ひねっても、 部屋の 中には、 大きな 放電 装置と、 

いくつかの 機械が 並んで いるば かり、 博士 はこの 部屋 

から 出て 来た はず はない のに、 今 その 姿 は どこに も 見 

えない の だ。 

「まさか、 いくら X 号 だとい つて、 消えて なくなる わ 

けはないだろう にね」 

この 少年た ち は、 谷 博士 を、 X 号の 化けた ものと き 

め こんでいる のだった。 

「いや、 きっと どこかに、 秘密の 抜け穴が あるんだ よ」 



「じゃあ、 どうす る」 

「このままに しちやお けない よ。 いったん こうして 入 

口が 見つかった 以上、 最後の 最後まで 博士の 秘密 を 見 

やぶ つ て やろう じ やない か」 

「よし、 では 行って 見よう」 

戸山 君の ほか 四 人の 少年 は、 恐ろし さに いくらか 二 

の 足 を ふんで はいたが、 戸山 少年が あまり 元気が よ 

かった し、 X 号の 秘密 を 見やぶ つて やろうと いう 

こうきしん 

好奇心で いっぱいで、 この 中に どんな 恐ろしい ものが、 

かくされて いるかな どと いう こと は 少しも 考えずに、 

壁の 中へ とふみ こんだ のだった。 



五六 分 もす ぎた ころだろう か。 エレべ— タ— はしず 

かにと ま つ た。 

「はい、 着きました」 

こんど は 何も 合言葉 をい わなくても、 目の前の 壁 は 

しずかに ひらいた。 そして 五 人の 目の前に はせ まい 廊 

下が つづいて いた。 

Is 力 ザ ルカ 



れ たね。 ぼく だよ。 ぼくが 分からな いかね」 

サルは 鉄の 格子に すがりついて、 気が 変にな つたよ 

うに わめきたてて いるの だった。 

「早く ここから 出して くれ。 そうしな いと、 たいへん 

な ことが はじま るんだ。 早く、 早く、 この 檻 を 開けて 

くれ」 

「あなた はいった いだれ なのです か」 

戸山 少年 は、 恐る おそる、 この サル におう かがい を 

立てた ので ある。 

「ぼく は 谷 だよ。 X 号の ために、 こんな 目にあわされ 

たんだ」 



おした ので ある。 

「わからな いかね。 君た ち は、 あれが X 号の 化けて い 

る ことに 気がつかなかった のかい」 

サルは 檻の 中で、 じだんだふんで くやしが つてい る。 

「でも、 先生 は、 目 を わるく して、 ぼくたちの 顔 を ご 

らんに なった ことがなかった でしよう。 それによ く、 

ぼくたち だとい うこと が 分かり ましたね」 

何しろ、 いままで 何度も だまされて いるので、 戸山 

君 もなかな かゆ だん を しないの である。 

「それ はね、 目 は 見えなくても、 君た ちの 声 はちゃん 

とおぼえ ていたし、 それに X 号が、 君た ちが この 研究 



種類の サルが ぐうぐうと 大きい いびき を かいて、 眠つ 

ていたの である。 

「先生、 鍵 はどうしても 見つかりませんで したよ」 

戸山 君 は、 さっきの 部屋へ かえって、 サル —— いや 

本物の 谷 博士に 報告した。 

「そんな はず はな いんだが —— さて は X 号が 持 つ て 

いった かな」 

サル はばりば りと 歯ぎ しり をした。 

「ところで 先生、 先生 はどうして こんな 所に とじこめ 

られ たのです」 

「それが ね、 ぼく も ゆだんして いたんだ。 X 号が ぼく 



を 病院から さらって 逃げた こと は、 君た ち もよ く 知つ 

ている だろう。 ところが 君た ちが、 ぼくに 化けた X 号 

をに せ 者 だと 見やぶ つ て、 この 研究所 を 襲撃した ので、 

X 号 は 火 辻 軍 平のから だに はい つ ていて は 危険 だと 

思つ たんだね。 それで ぼく を 殺して、 ぼくの からだの 

中へ はいりこみ、 君た ちの 目 を ごまかし たんだ。 そし 

のうずい 

て ぼくの 脳髄 だけ を、 この サル のから だに 移して、 あ 

とで また、 役に立てようと したんだ よ」 

「すると、 となりの 部屋に いた サルは …… 」 

「あの サル も、 ぼくの からだと 同じ、 人工の サル だよ。 

ただむ こうは、 サルの 脳髄し か 持って いないし、 こち 



らは 人間の 脳髄 を 持って いる だけの ちがいだ よ」 

「それで X 号 は、 これから どんな こと を やりだそうと 

いうので す」 

「あいつ は 恐ろしい やつなん だ。 智 恵の 力 はふつ うの 

人間と は、 くらべものにならない くらいす ぐれて いる 

どうとく 

が、 感情 だの、 道徳 だのと いう もの は 少しも 持って は 

いないんだ。 あまり 自分の 力が すぐれて いるんで、 あ 

ぞ 1 つちよ ラ 

いつは このごろ では、 少し 増長 して 来たらし く、 地球 

上の 人類 を 全部 殺して しまって、 自分ら がその かわり 

にと つ て かわろう としてい るんだ」 

「そんな 恐ろしい ことが、 ほんとうに でき るんで すか」 



少年た ち は、 恐ろし さに がたがたと ふるえて いた。 

「できる。 X 号に ならで きる とも。 君た ち は、 この 地 

下 室 をなん だと 思う かね」 

「さあ、 ぼくたちに は、 よく 分かりません」 

「X 号の 秘密 工場 だよ。 あいつ は、 いつのまにか、 機 

さんかく だけ 

械 人間の 力 を かりて、 この 三角 岳の 地下に、 十六 階の 

地下 工場 をつ くりあげた。 ここ は その 一番 下の階なん 

だが、 この 上の 十五 階の 一 つ 一 つで は、 ものすごい 物 

ば つかりが い ま 作られて い る。 

でんせんびょう 

ぜったいに 防ぎよう のない、 伝染病のば いきんだ 

とか、 なんの 臭い もしない 猛烈な 毒ガス だと か、 いま 



の 人間の 力で はま だ 完成され ていない、 すごい 威力 を 

持った 原子爆弾 だと か。 さいわい、 この 工場 は、 一週 

間 ほど まえに できあがった ばかりで、 まだ そんな もの 

の 大量生産に はう つって はいない が、 もし 一 月 も ほ 

うってお けば、 その 時 は 地球上の 全人 類が 滅亡す る 時 

だよ」 

なんと 恐ろしい ものがたりだった ろう。 少年た ちの 

ふ る 

からだ は、 木の葉の ように 震えて いた。 どうしても、 

これ はこの ままに してお くこと はでき ない。 どんな 方 

ふん さ い 

法 をと つても、 この X 号の 野心 は 粉砕し なければ なら 

ない が、 さて その 方法 は —— 



「おや、 この サルは 口 をき くんだ ね。 そういう おまえ 

こそい つたい 何者 だ」 

機械 人間 はお こったよう であった。 

しょうた い 

「きさまら は、 X 号の 一 味の くせに、 ぼくの 正体が わ 

からない のか。 ぼく こそ、 ほんとうの 谷 博士 だぞ」 

機械 人間 は、 おどろい たように、 二三 歩 よろよろと 

よろめいた。 

「そんなば かな …… そんな はず は …… だが いったい そ 

れ はほんと うです か」 

「ほんとう だったら、 どうす るんだ」 

「そういえば、 声 もた しかに 先生の …… これ は 失礼い 



たしました。 ずいぶん 先生 を、 おさがしして いたんで 

すがね。 まさか、 こんなと ころに おられる と は 気がつ 

い ん ぼう 

きませんで したから。 先生、 X 号の 陰謀 を ごぞんじで 

ぜつめつ 

すか。 地球上の 人類 を 絶滅 させて、 自分ら がその かわ 

りに とってかわろう という 」 

「知っている。 知っている とも。 X 号 は 気が 変にな つ 

てし まったん だ」 

「そのと おりです。 先生、 早く この 檻から 出て くださ 

い。 そして 先生のお 力で なんとかして、 この X 号 を 倒 

してく ださい。 さもないと、 あとわず かのうち に、 と 

りかえ しので きな いこと になり ますから …… 」 



「わかって いるよ。 君が そんなに いうの なら、 とも か 

くこ こから 出して くれた まえ」 

しょ ラち 

「承知し ました」 

機械 人間 はこつ こつと 足 音を立てて、 廊下の 方へ 姿 

を 消した。 

「戸山 君、 これ はどうし たんだろ うね。 見つかったら 

命がない と 思って、 ひやひやし ていたら、 あの 機械 人 

間 は、 ふしぎな ほど、 こちらに 親切 じ やない か」 

一 人の 少年が、 戸山 君の 耳に ささやいた。 

「そうだね。 じっさい ふしぎ だ。 機械 人間 はぜん ぶ、 

X 号の 手下 だと 思って いたら …… きっと、 機械 人間 も 



ああして 考える 力 を 持つ ようになつ たもの だから、 X 

号に 反対す る 仲間 も そのうちに できて 来たんだろう 

ね」 

こうで も 考える 以外、 まったく なんとも 考えよう は 

なかった ので ある。 

かえんほうしゃき 

そのうちに、 機械 人間 は、 手に 何 か、 火焰 放射 器の 

ような もの を かかえて かえって 来た。 

じょ-つ 

「先生、 それで はこの 錠 を 焼きき ります よ。 やけど 

を するとい けません から、 向こうの すみへ、 はなれて 

いてく ださい」 

しゅ— ッと 音が して、 機械から は、 紫色の 雷 弧が と 



つかる といけ ません から、 ちょっと 細工 をして おき ま 

しょう。 どうせ ばれる にはちが いありません が、 一分 

でも 時 を かせいだ 方が 有利です からね」 

機械 人間 は、 檻 をた たいて 何 か 合図 をした。 すると 

空に なった 檻 は、 すっかり ひとりでに 動いて 廊下へ 出 

た。 と 思う と、 廊下から は、 となりの 部屋に あった は 

ずの、 サルの 眠って いる 檻が、 ひとりで はいって 来た 

ので ある。 

「こうして おけば、 しばらく は 先生が ここから 逃げ だ 

した こと も ごまかせる でしよう。 X 号 は、 先生が いつ 

のまに か、 サルに 退化した と 思って びっくりし ますよ。 



の 建物の 中で は、 何 一 つゆ だんして 物が いえない ので 

すよ」 

機械 人間 はこうい つて、 じッと あたりの 様子 をう か 

がって いるの だった。 



X 号お どろく 



その 翌朝、 X 号の 谷 博士 は、 大きな あくび をし なが 

ら、 自分の 部屋の 寝台の 上で 目 を さました。 



「ああ、 いい 気持ちだった。 ゆうべ 電気 を かけて おい 

たお かげで 久しぶ リ によく 寝た が、 これでせ いせいし 

た わい」 

まくら 

こんな ひとりごと をい つて、 博士 は 枕 もとの ボタ 

ンを 押した。 

ぼ， リ 

扉が ひらいて、 一人の 機械 人間が、 銀の 盆の 上に 朝 

食 をのせ てあら われた。 バタ ー ト ー ストに ス— プに、 

ぶとうし ゆ 

ハムエッグ スに、 コ— ヒ ー に 葡萄酒、 どれ も ふつうの 

量の 三倍から 四 倍 もあった。 

顔 も 洗わず、 歯 もみが かずに、 X 号が もりもりと、 

朝食 をた ベ はじめた 時で ある。 扉の かげから、 いま 一 



人の 機械 人間が、 あわてた ように かけこんで 来た。 

「先生、 たいへん、 たいへんで すよ」 

「なんだ、 うるさい。 朝っぱらから、 そんな 大きな 声 

あさめし 

でさ わぎた てて は、 朝飯が まずくな つてし まう じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

まゆ あらあら しか 

X 号 は、 眉 を ひそめて、 その 機械 人間 を 荒々 しく 叱 

りとば した。 

「でも、 先生、 これ は 天下の 一大事で すよ。 あの 五 人 

の 少年が、 どこかへ 姿を消しました」 

「なんだ と」 

さすがに X 号 も 顔色 を かえて、 ス ー プの 中へ ハム 



ェ ッグス を ぼたり と 落とした。 

「それば かりではありません。 実験室の 二つ 向こうの 

部屋 か ら 実験室 の 中が うつる ような、 望 遠 装置が し か 

けて ありました。 きっと あいつら のし わざに ちがい あ 

りません」 

「ちくしょう」 

X 号 は、 ばりばりと 歯ぎ しりし、 お盆 を ひつく りか 

えして、 寝台の 上へ むつく と 立ち あがった。 

「さて は、 あのが きめら、 わしの 正体 を 見やぶ つたな。 

ゆうべ 電気 を かけて いたと ころ をの ぞいて、 それで 恐 

ろしくな つて 逃げ だした な。 さあ、 こうして はおられ 



いっすん ご ぶ 

ぬわい。 さっそくつ かまえて、 一寸 だめし 五分 だめし、 

なぶり 殺して やらねば、 こっちの 気が おさまらな いわ」 

目 を 逆立て、 口 を 耳まで ひろげて、 どなり立てる X 

号の 姿 は、 まるで 赤 鬼の ように ものすごかった。 

「見張り はなに をして いるんだ。 この 建物から 夜の あ 

でんぱたんちき 

いだに 出 はいり すれば、 かならず 電波探知機で、 非常 

警戒の ベ ルが 鳴る はずな のに、 機械 は 故障で も 起こつ 

たの か」 

いじよ ラ 

「いいえ、 機械に も 何も 異状はありません し、 見張り 

の 機械 人間 も、 だれの 姿 も 見う けなかった と 申して お 

ります。 窓 も 戸口 も 内が わから 鍵が かかって いて、 逃 



け い せき 

げ だした 形跡 は どこに も 残って おりません」 

「よ— し、 それで は あいつら は、 まだ この 研究所から 

は 逃げ だして いないな。 きっと わしの 姿 を 見て こわく 

ふ る 

なって、 どこかへ かくれて、 青くな つて、 がたがた 震 

えてい るのに ちがい あるまい。 そんな スパイ を 生かし 

て かえして は、 せっかくの わしの 計画 も 水の 泡 だ。 研 

そうさく 

究 所の 中 を 隅から隅まで、 捜索して、 あいつら の 居所 

を 探し だせ」 

X 号 はかん かんに なって、 しきりに どなりたて たの 

である。 

まもなく、 研究所の 内部に は、 けたたましい サイ レ 



ンの 音が 鳴り ひびいた。 

ひじょう けいほう 

_ I 非常 警報 発令、 非常 警報 発令 —— 

おそ 

研究所に やって来た 五 人の 少年 は、 恐るべき 敵の ス 

ゆくえ 

パイであった。 全力 を あげて、 彼等の 行方 を さがしだ 

そくさ 

せ。 万一て いこうしたならば、 即座にな ぐり 殺して さ 

しっかえない —— 

このような 恐ろしい 命令が、 ラウド スピ— 力 ー から 

研究所の 建物 中に ひびきわたった。 もちろん、 この 研 

究 所の 中には、 ほかに 人間 はだれ も いないの であるか 

ら、 この 命令 はこの 研究所で はたらい ている 機械 人間 

にあて て 出された ものである。 



そのうちに、 機械 人間 号から 報告が あった。 X 

号の 部屋の ラウド スピ— 力— から、 このような ことば 

が 聞こえて 来たので ある。 

「z^ 号 報告。 実験室から 地下 工場へ 通ず る エレべ— 

タ ー の 報告に よります と、 ゆうべお そく、 五 人の子 供 

は、 地下 十六 階へ おりたそう であります。 ただし その 

後 あがって 来た 形跡はありません。 報告お わり」 

「さて は、 あいつら、 わしの あと をば、 つけお つたな- 

どうす るか おぼえて おれ」 

X 号 は 手 を ふり 足 を ふって、 部屋の 中 を あばれ ま 

わって いた。 そして マイクロ ホンに 近づく と、 



「地下 十六 階、 地下 十六 階、 号 はどうし ている。 

Q ^号 はどうした …… 」 

X 号 は マイクロ ホンに 向かって、 どなりたて たが、 

地下 十六 階から は、 ぜんぜん 何も 聞こえて 来ない。 

X 号 も、 さすがに 不安に なって 来たの だ。 

「z^3 号、 おまえ はい まどこに いる」 

「はい、 地下 十二 階に おります」 

ラウド スピ ー 力 ー から 機械 人間の 声が 聞こえた。 

「地下 十六 階から、 なんとも 返事が な いんだが、 どう 

している のか、 おまえ 行って しらべて くれ。 ゆうべ、 



五 人の 少年が、 しのびこんだ ような 形跡が あるが、 谷 

博士と 連絡 を とられたら 一 大事 だからな」 

「はい、 行って まいります」 

だが いくら 待っても、 zg^ 号から もなん の 返事 もな 

かった。 

「ええ、 なんとた のみが いのない やつら だ。 そんな こ 

となら、 わしが 行く わ」 

X 号 は、 こうして 待って はいられ なくなつ たので あ 

ろう。 護衛の 機械 人間 五 人ば かり を ひきつれて、 地下 

十六 階へ おりて 行った のであった。 

ところが、 これで は 返事がなかった の も 道理で ある。 



地下 十六 階 は、 もともと 一番 底の 階な ので、 倉庫が あ 

る だけで、 そこで 働いて いる 機械 人間の 数 もす くな 

かった が、 その 機械 人間が 一人の こらず、 むざんな 最 

後 を とげて いたので ある。 

といっても、 人間と ちがう の だから、 絞められたり、 

刺し ころされたり、 頭 を 割られたり している ので はな 

ヽ o 

レ 

かえんほうしゃき 

火焰 放射 器で、 頭の 中 を 焼き きられて、 身動きで き 

なくなって いたのであった。 これらの 機械 人間 は、 X 

号の ように 高級の 電臓を 持って いるので はなく、 ただ 

簡単な 動作と 会話が できるだけであって、 それ を 操縦 



X 号 は 口の 中で、 ぼそぼそと つぶやいた。 いまこの 

階へ、 命令 をう けて、 やって来 たばかりの 号 も、 

頭 をと かされて、 完全に のびて しまって いたので あつ 

た。 

「おまえら はさつ そく、 ここ をく まなく 捜査して、 こ 

の 下手人 を さがしだせ。 しかし、 ゆだん はするな。 ゆ 

だん をす ると、 号みたい な ことになる ぞ。 まだ 犯 

人 は 遠くへ は 行かぬ はず だ」 

X 号 は 大声に 叫んだ。 

さて 機械 人間 は 大急ぎで 四方へ 散って、 血 まなこで 

あちらこちら を 探し まわった 〔# 「まわった」 は 底本 



くと もしなかった。 

「相手 は 手 ごわい ぞ。 火焰 放射 器 を 持って いるら しい 

つうきこう 

から、 よし、 この 部屋の 通気孔から、 毒ガス を 注ぎ こ 

め」 

X 号 はい ま は、 かんかんに 怒って いた。 一人の 機械 

人間 は、 さっそく その 準備に 飛び だした が、 その 時 X 

号 は、 ふと 思いた つたこと があった。 

「さて は あの 子供ら め、 谷 博士と しめしあわして のし 

わざ だな。 いよいよ 博士 も 生かして おけん ぞ」 

X 号 は、 あの 谷 博士の とじこめられ ていた 部屋へ と 

びこん だので ある。 



サルは 語らず 



「いや、 なんだ、 まだ 博士 は どこへ も 逃げて はいない 

じ やない か」 

さすがの 超人 X 号 も、 まだ 博士と サルの 入れ かえに 

は 気がつかなかった ので ある。 

「やい、 谷 博士。 きさま はよ くも、 あの 小 わつ ぱ ども 

としめ しあわせて、 この おれに 手む かおうと たくらん 



だな。 もうこの ままに はして おけん ぞ。 八つ ざき にし 

て やる から、 かくごし ろ」 

ところが、 サルは そのこと ばの 意味 も 分からな いよ 

うに、 鉄棒 を ゆすぶって キヤ— ッと 叫んで いただけで 

ある。 

「そんな 手で、 わし を だまそうと したって、 ききめ は 

ない ぞ。 さあ、 小僧た ちに 何 を おしえた」 

「キヤ ー ッ、 ゥォ ー ッ」 

あいかわらず、 サルは 返事 を しないの だった。 

「いわないなら、 いわんでも いい。 いま 聞いて やる か 

ら そう 思え I 



X 号 は、 壁に かかって ある レシ— バ— を 耳に あて、 

のうは じゅしんき 

壁の ボタン を 押した。 この 檻 全体が 一 つの 脳波 受信機 

になって いて、 中に いる 谷 博士の 考えて いる こと は、 

ちゃんと この レシ— バ— から 聞こえて 来る ので ある。 

ところが その 時 は、 キヤ ー ッ という 叫びと、 ズ ー ズ— 

という 雑音が はいる だけで、 かんじんの 博士の 考え は、 

何 一 つ X 号に 分からなかった。 

「はてな。 こんな はず はない が。 どうした のかな。 機 

械の 故障 かな。 それとも 博士が いつのまにか、 ほんと 

うの サルに 退化し たんか しら」 

さすがの X 号 も、 この 時 は、 思わず 首 を ひねった の 



くまに、 錠 はとけ て 焼けお ち、 扉はガ タンと ひらいた 

が、 中には 五 人の 少年と サルが 毒ガスに やられて、 倒 

れ ている と 思いの ほか、 残って いるの はからの 檻 だけ 

—— 中には 何も はいつ ていなかった。 

「しまった。 まんまと 小僧め と 博士に してやられた わ 

い。 さて は 博士 は サルと 入れ かわって、 となりの 部屋 

から 逃げ だした と 見える。 だが、 どうして この 階から 

上へ 逃げ だしたろう」 

X 号 はがく がくと からだ を ふるわせて、 興奮し き つ 

ていたの である。 

ところが、 X 号のお どろき は、 まだまだ それで はす 



まなかった。 廊下 いっぱいに、 ラウド スピ— 力— から、 

大きな 声が ひびきわたった。 

「非常 警報、 非常 警報。 

ただいま 機械 人間 操縦 室に、 火焰 放射 器 を 持った あ 

げきせん ちゅう おうえん 

やしい 機械 人間が 七 名 侵入、 目下 激戦 中、 応援た のむ。 

応援た のむ。 ォ—、 ゥヮァ —ッ」 

ひめい 

けたたましい 悲鳴と ともに、 その 放送 はばたり とた 

えてし ま つたので ある。 

さすがの X 号 も、 こんどと いう こんど は 恐ろし さに 

たまり かねた。 あわてて あたり を 見 まわす と、 まわり 

にいた 機械 人間 は、 一人の こらず ばたり と 動かな く 



な つ てし ま つたので ある。 

さて は怪 機械 人間の 一 味が、 機械 人間 操縦 室 を 占領 

したの だ。 そうして 機械 を 停止して、 機械 人間へ 送る 

電波 を 切った のだろう。 

まんいち 

だが 事 は それだけで はすみ そうに もない。 万一 彼ら 

が、 別の 電波 を 送り はじめたら、 機械 人間 はまた 動き 

だして、 自分へ とびかかって 来ない とも かぎらな いの 

だ。 

X 号 は 血 まなこに なって、 エレべ— タ— へと びこん 

だ。 

「地上 二十 四 階へ」 



やられて ひっくりかえつ ており、 壁に はめこまれた、 

数千の ダイアルの 前で は、 ちゃんと 人間の 形 をした、 

人造人間が、 うつぶせ になって 倒れて いた。 

「先生、 これでもう こっちの ものです ね。 機械 人間 さ 

え やつ つけて しまえば、 X 号の 一 人ぐ らい、 恐る る こ 

とはありません よ」 

その 声 は、 どうやら 戸山 君ら しかった。 

きんもつ 

「いやいや、 まだまだ ゆだん は 禁物 だ。 X 号 は、 この 

うえ 何 を 考え だす か、 知れない の だから、 なんとかし 

ふん さ い 

て、 あいつ を こっぱみじんに 粉砕して しまわな いと、 

どうしても 安心 はで きないよ」 



その 声 は、 たしかに 谷 博士で ある。 

でん ぞう 

「では どうして、 あの 電臓 をた たきつ ぶす のです」 

別の 機械 人間が たずねた。 

「あいつ を 作り だした の は、 ぼくと しても、 一生 一代 

の 失策だった よ。 やはり 人間と いう もの は、 自分の 力 

の 限界 を さとるべ きだった。 生命 を 作り だすと いう こ 

と は、 神 さま だけの なすこと で、 人間の 力で くわだて 

る ことで はな いんだ。 それ を やろうと 思った のが、 ぼ 

くが こうして 苦しむ もとにな つたの だ …… 。 

いや、 今 さら そんな こと を いっている 場合 じ やない 

X 号の 電臓 は、 一 一 一 千万 ボ ルトの 高圧電流 で 生命 を 受け 



一人の 機械 人間が 答えて、 短波放送 機に 近づいた。 

山形 —— といえば、 どこかで 聞いた ような 名で はな 

いか。 そうだ。 X 号に よって、 娘のから だの 中へ とじ 

こめられた、 山形 警部が、 あの 地下室へ あらわれた、 

怪 機械 人間の 正体だった ので ある。 

彼 は、 自分の 体が はずかし いので、 役所に も 出ず、 

自分の 家へ ひきこもった きりだつ たが、 何度もと のか 

らだ にかえして くれと たのんでも 一 向に らちが あかず、 

そのうちに 博士が ふしぎな ことば かリ やりだし たので、 

いよいよ 博士の 正体に 恐ろしい 疑い をいだ き、 一 人の 

機喊 人間 を ばらばらに 分解して、 その 中の 機械 をと り 



だし、 自分が その 中にはい つて、 機械 人間の ように 見 

せかけ、 この 研究所の 中へ はいりこんで、 内部の 様子 

を さぐって いたので ある。 谷 博士 や 少年た ちが、 地下 

十六 階から 脱出 する 時 も、 やはり 倉庫に はいつ て いた、 

予備の 機械 人間 を 分解し、 その 中にはい つて 逃げ だし 

たのだった。 それ だから、 階段 や エレべ— タ— にも 怪 

しまれず、 ほかの 機械 人間に も 気づかれずに、 ここ ま 

で やって来る ことができ たので ある。 

—— 谷 博士 は、 まっかな にせ 者、 X 号が 化けて いた 

ことが わかった。 山形 警部 は、 戸山 少年た ち 五名と 協 

力し、 ほんものの 谷 博士 を 救いだ して、 研究所の 中心 



部 を 占領し、 機械 人間 を 活動 停止 させた。 即刻 警官隊 

を 出動 させて、 研究所の 建物 全部 を 占領せ よ。 われ わ 

れは 全力 を あげて X 号 を 追跡す る —— 

こういう 短波放送が、 くりかえし くりかえし、 電波 

に 乗って 流れて 行った。 まもなく、 

—— 大手 柄 を 感謝す。 武装警官 百 五十 名 は、 いま ト 

ラックに 分乗して、 三角 岳に 向かった。 ひきつづき、 

X 号の 逮捕に 努力せられ たし。 署長 —— 

という 返事が あつたの である。 

だが 谷 博士 は、 ふきげんだった。 

「逮捕な ど、 そんな 生やさし いこと が、 X 号に 向かつ 



て やれる もの か。 X 号 を 殺す か、 われわれが 殺される 

か。 食う か 食われる かの 争いな のに、 そんな ことで は、 

どうす るんだ」 

そして、 博士の ことばの とおり、 X 号の 反撃 は、 ま 

たたく うちに はじま つたので ある。 

X 号 反撃 

その 時、 扉の そばに 立って いた 少年が 大声で 叫んだ。 



送 波 装置 は、 全部 スィッチ を 切って しまって あつたの 

だから、 どこか 気の つかない 所に あった、 予備の 操縦 

装置 を、 X 号が 動かし はじめた のだろう。 

先頭に 立った 機械 人間 は、 恐ろしい 勢いで こちらへ 

とびかかって 来た。 さいわいに 火焰 放射 器が ものすご 

い 火焰を ふきだして、 その 機械 人間 は、 ゥヮァ ー ッと 

い つ て 倒れた が、 つづいて 一人、 また 一 人 —— 

五 人の 少年 は、 戸口に ならんで、 火焰 放射 器で 火の 

幕 を 作った。 そして どうにか、 その 先頭 部隊 だけ を 倒 

す ことができ たが、 残りの 機械 人間が、 全部 活動 を は 

じめ たと なると、 これ は どんな 武器 を 持って 襲撃して 



ぜんいん たいひ 

「よし、 全員 待避！」 

博士 は 一同 を ひきつれて、 エレべ— タ— へ 乗 りこん 

だ。 

原子爆弾 

まさに、 危機一髪 という 瞬間であった。 もし あと 五 

分お くれたら、 みんなの 命はなかった ろう。 

じゅ ラ まん 

X 号の 命令で、 猛烈な 毒ガスが、 この 階に 充満され 



たのだった。 

階上 二十 四 階の、 第二 機械 人間 操縦 室で、 X 号 はに 

たにた と、 悪魔の ような 笑い を 浮かべて いた。 

「MS 号 報告。 七 階 全部に、 毒ガスの 充満お わりまし 

た」 

「よし、 第一 機械 人間 操縦 室へ 侵入して、 敵の 屍体 を 

確認、 収容せ よ。 敵 は 七 名。 機械 人間の 中にはい つて 

いる はず だ」 

さすがに、 この 時には、 X 号に も、 博士た ちが どう 

して 地下 十六 階 を 逃げ だし、 七 階 を 攻撃した か、 その 

方法が わか つていた ので ある。 



しばらく、 ぶきみな 沈黙が つづいた。 

「MS 号 報告、 Ms 号 報告 —— 」 

ふたたび ラウド スピ— 力— から は、 機械 人間の 声が 

流れ だす。 

「どうした。 屍体 は 発見で きた か」 

「それが だめです。 ここにい る 機械 人間 は 全部 味方の 

ものば かり、 人間な ど は どこに も はい つ ておりません」 

おどろい たような 声であった。 X 号 もまた 顔色 を か 

えて、 操縦 盤の 前に 立ち あがった。 

「おかしい な。 あの 毒ガスの 中 をく ぐって 逃げられる 

わけがない が。 さて は、 その まえにい ち 早く 逃げ だし 



たな。 これ はまた、 やっかいな ことにな つたわい」 

その 時で ある。 また ラウド スピ— 力— から ひびいて 

来た 機械 人間の 声。 

まんさい 

「B8 号 報告。 ただいま、 武装警官の 一 隊を 満載した 

トラックが、 三角 岳の ふもと へ とどいた という 情報が 

はいりました。 どういた しましょう」 

X 号 は 立ち あが つ て 、 部屋 の 中 を 二三 歩、 歩き まわ つ 

ていたが、 割れる ような 大声 を 出して どなりたてた。 

「よし、 第 一 、 第三、 第五 ロケット 砲 発射 準備。 

しゃげきき よ リ 

射撃 距離に はいったら、 射撃 開始！」 

いよいよ X 号 は、 人類と 全面的な 戦闘 を 開始しょう 



としたの である。 

その 時だった。 ラウド スピ ー 力— から、 勝ち ほこつ 

たような、 谷 博士の 声が ひびいて 来た。 

「X 号よ。 X 号よ。 わしの 声が 聞こえる か」 

「なんだ、 きさま は 谷 博士 だな」 

やぼう 

「そうだ。 谷 だ。 X 号よ、 おまえの 野望 もこれ で 完全 

に 破砕され たぞ。 おまえの ような、 感情 を 持たない 生 

めつぼう 

物の ために、 人類が 滅亡 させられ たりして たまる もの 

か。 おまえの 命 も、 これでもう おしまいだ ぞ」 

「何 を 世 まよいごと をぬ かす。 わし は 無限の 生命 を 

持って生まれた。 火で も 水で も 電気で も、 わし を 殺す 



わけに はいかな いの だぞ」 

う おや 

「そのと おり。 だが わし はお まえの 生みの親 として、 

おまえ を 殺す、 ただ 一 つの 方法 を 知っている —— 」 

「それ は —— 」 

「原子爆弾で、 この 研究所の 建物と いっしょに、 お ま 

えのから だ を こっぱみじんに 吹つ とばす。 おまえの 

生命 を つかさどる 電臓 も、 原子力の 前に は、 何の 力 も 

ない の だ」 

「ちくしょう」 

X 号 は 鬼の ように、 頭髪 を 逆立てさせて、 火花の 息 

を 吹き だした、 



「そんな こと をして しまったら、 きさまら だって 生命 

はない ぞ」 

「もとより それ はかく ごの まえ だ。 X 号よ。 では 永遠 

にお さらば だよ」 

博士の 声 は、 ぶつりと 切れた。 しかし それと 同時に、 

その 部屋の 短波受信機 は、 次の ような ことば を 捕えた 

のだった。 

r —— 武装 警官隊に 告ぐ、 武装 警官隊に 告ぐ。 三角 岳 

研究所 は まもなく、 原子爆弾 によって 爆発す る。 三角 

きゅうそくた いひ 

岳から 急速 待避せ よ。 爆発 は、 あと 十分 後の 予定、 緊 

急 待避せ よ。 緊急 待避せ よ II 



もちろん X 号 も、 原子爆弾の 威力 は 十分に 知ってい 

た。 いま、 地下 一階から 七 階までの 工場で 製造して い 

る 原子爆弾と、 その 材料の ウラニウムが、 ぜんぶ 一度 

に 爆発したら、 この 研究所の 建物 は、 あとかたもなく 

吹きとば されて しまう の だ。 

「よし、 残念 だが、 背に 腹 はか えられない。 十分の あ 

さ いきょ 

いだに ここ を 逃げ だして、 再挙 を はかる ことにしよう」 

X 号 も、 ついに 最後の かくご をき めた ので ある。 

「LS 号、 号」 

X 号 は ラウド スピ— 力— に 向か つ てよ びかけ た。 

「はい。 ご用 はなんで すか」 



「五分 以内に、 原子爆弾 全部と、 原料 ウラニウム を、 

一 一十 四 階に 運び あげろ」 

「はい。 承知し ました」 

「よし、 あれが 手 もとに ありさえ すれば 」 

X 号 は、 またしても、 悪魔の ような 恐ろしい 笑い を 

浮かべた のだった。 



大 爆発 



きんきゅうたい ひけい ほう 

緊急 待避 警報が ひびいて 来たの は II 

署長の 高い 鼻 も、 とたんに ぺ シャン コ になつ てし 

まった。 

「ストップ、 ストップ、 この 車 を はやくと め るんだ」 

「はい」 

運転手 も、 あまり あわてて、 ブレ ー キを かけた もの 

だから、 その 次に 走つ ていた トラック は、 この 車に しょ 

うとつ して、 乗用車の 方 は 横た おしと なり 氷室 検事 も 

署長 もほうぼう をす りむいて、 やっと 車の 中から はい 

だして 来た。 

「ばか、 何 をす るんだ」 



「おや、 あれ はなんだ」 

「きっと V 一 号 だぜ」 

その 瞬間、 砲撃が ばたり とやんだ かと 思う と、 大地 

だいおんき よう 

もくずれ るかと 思われる 大 音響と ともに、 目 も くら 

むような 赤 • 黄 • 青 • 緑 • 白の 五色の 光りが 研究所 を 

包み、 もうもう としたき のこ 形の 噴煙が、 建物の 屋上 

から、 大空 高く 巨大な 翼 を ひろげた ので ある。 

「なむあみだぶつ、 なむあみだぶつ …… 」 

署長 は、 谷 博士、 山形 警部 それから 勇敢な 五 少年の 

死 をい たんで、 思わずお 念仏 をと なえた のだった。 



宇宙 扩空 .1^5 

ところが、 谷 博士 も、 山形 警部 も、 五 人の 少年 も、 

けっして この 爆発で 最期 をと げた わけではなかった。 

谷 博士 は、 機械 人間の 操縦 装置が 破壊され た 時、 屋 

上からへ リコ プタ— による 脱出 を 考えた ので ある。 

ところが、 屋上へ 来て 見た ときには 博士 もす つかり 

おどろいた。 というの は、 X 号が サル になった 谷 博士 

を 脳波 受信機で いじめながら 作って いた、 宇宙 航空 船 



が できあがって、 そこにお かれて あつたから だった。 

これ は、 総 軽金属 製、 世界最大の 飛行機の 二倍 も大 

きく、 原子力に よる ロケット 装置で 活動し、 時速 三千 

キロ、 月世界 はおろ か、 火星ぐ らいまで なら 往復で き 

る、 おそるべき 性能 を 持った 航空 船であった。 

X 号 はこれ によって、 世界中 を ふつうの 飛行機 や、 

高射砲 のと どかない 高空 か ら 、 原子爆弾 で 爆撃し よ う 

と 計画し、 すでに 今日、 その 試験飛行に とびたつ ばか 

りで、 第一 の 原子爆弾 を 東京に 落とそうと、 その 中に 

つみこんで あつたの だった。 

かえんほうしゃき 

入口に 番をして いた 機械 人間 を、 火焰 放射 器で 倒す 



と、 七 人 はまん まと その 中に しのびこんだ。 

何しろ、 三階 建ての ホテルぐ らい は 十分 ある 大きさ 

だった から、 山形 警部 や 少年た ち は、 大分 まごついた 

が、 博士 は 道に 迷い もせず、 その 操縦 室に たどりつい 

た。 

「しめた。 機械 はすぐ 動く ように 準備が できて あるし、 

原子爆弾 もつ みこんで ある。 これなら ば、 もうこ ちら 

の 勝ち だ。 X 号 もこうな つたら 運の つきだ ぞ」 

博士 は 小 おどりして 喜んでいた。 

「さあ、 さっそく 出発して、 空中から 研究所 を 爆撃し 

よう。 まあ、 なんにしても、 この やっかいな、 機械 人 



う」 

あせ 

山形 警部 は、 あぶら 汗 を 流しながら、 自分の からだ 

を 背負って、 えつち らおつ ちら 歩き だした。 こういう 

ききゅうそんぼう 

危急存亡の時で なかったら、 それ は 吹き だした くなる 

ちんみょう 

ような、 珍妙な 光景であった ろう。 何しろ、 女学生み 

たいな 若い 娘が 犬の 男の 裸のから だ を 背負って 歩いて 

いるの だし、 この 精妙な 操縦 装置の 前に 坐って、 機械 

をい じっている のが サル なの だから —— 

「よし、 機械の 調子 はしごく 良好 だ。 それで はだ まつ 

ひきょう せんこく 

て 爆撃す る の も 卑怯 だから、 X 号に 最後の 宣告 をく だ 

してやろう」 



「では 出発」 

博士 はふた たび ボタン を 押した。 それと ともに この 

三百 トンの ロケ ッ ト 航空 船 は、 流星の ように 中天へ 舞 

い あがった のだった。 



X 号の 行方 は 



宇宙 航空 船 は 電光の ように 大空 を 横切って、 まつす 

ぐに 上へ あがって 行く。 博士の 目の前の テレビジョン 



一 秒 …… 二 秒 …… 三 秒 ：：： 

息づ まるよ うな 時間が すぎ たと 思う と、 研究所 の 建 

ばく" スん 

物は大 爆発 をお こし、 むくむ くと した 爆 煙が、 三角 岳 

をお おいかく した。 

「ばんざい、 これで 先生、 ばんざいで すね」 

六 千メ— トルまで 高度 を あげて、 この 航空 船 はふた 

たび 停止して いたが、 その 瞬間、 が— ん というよ うな 

動揺が、 この 高空まで 伝わって 来たの だった。 

「ふしぎ だ。 こんな はず はない が …… 」 

博士 はしき りに つぶやい ていた。 

「先生、 どうし たんです」 



その 時で ある。 どこから ともなく、 あの 恐ろしい X 

号の 声が、 みんなの 耳に ひびいて 来たで はない か。 

「谷 博士、 谷 博士 」 

ふる 

博士の 手 は、 ぶるぶると 震えて いた。 

「おまえ はだれ だ。 何者 だ —— 」 

「きさまが 殺した とば かリ 思って いた X 号 だよ。 おれ 

の 力が 分かった か。 おれ は 無限の 生命力 を 持って いる。 

原子爆弾の 爆発ぐ らいで は、 おれのから だはび くと も 

しない ぞ」 

「それで はま だ、 おまえ は 死んで いないの か」 

「あたりまえ だ。 これから きさまに この 復謦 をし な 



いうち は、 死んだり などして たまる もの か。 おれが 全 

精力 を かたむけて 作り あげた 研究所 を こわされ、 おれ 

の 計画の じゃま をされ たうえ は、 きさまた ち は、 生か 

して 地上 へ は 帰さない からかく ごしろ」 

X 号 は 火の ように、 怒りく るって いたので ある。 博 

士 もさす がに あわてていた。 

「これ はいけ ない。 さっそく どこかへ 着陸して、 X 号 

の 行方 をつ きとめる ことにしよう」 

博士に も X 号の 行方 は 分からなかった の だ。 X 号の 

声 は、 ラジオの マイクロ ホンから 聞こえて 来たの だし、 

あのような 原子爆弾の 大 爆発の 中で も、 ゆうゆうと 生 



きのび て おられる ような X 号の ことで ある。 どんな こ 

と を やりだす か 知れない、 と 人々 は 考えた ので ある。 

だが 高度 を さげ て、 地上へ 近づこう とする 博士 の 努 

力 も、 いま はまった く 効果がなかった。 

高度計の 針 は、 ふたたび ぐんぐんと 廻り はじめた。 

七 千、 八 千、 九 千、 一 万、 一 万 五 千 …… 

「これ はい つたい どうした こと だ」 

ぼうぜん 

博士 も 機械 を 操縦す る 手 を やめて、 しばらく 呆然と 

してし まった のだった。 

「それ 見た ことか。 うわ あはつ は、 わつ はつ は …… 」 

X 号の 高笑いが、 あてもなく この 成層圏 を 飛び つづ 



ける、 宇宙 航空 船の 中の 人々 の 耳 をお しつぶ すよう に 

ひびきわたった のであった。 



迷える ロケット 



宇宙 航空 船 は、 いま、 まるで 迷って しまった ように、 

大空 を 矢の ように 走りつ づけて いる。 

高度 はすで に、 ニ万メ J ^ルを こえた。 このままで 

は、 地球の 引力圏 を 脱して、 月の 世界へ 飛んで 行かな 



いと も 保証 はでき ない。 

操縦 装置 は、 いまや 全然 博士の 手に おえず、 この 航 

空 船の 行 手 を 知って いるもの は、 ただ 超人 間 X 号 だけ 

だった。 

「だめ だ。 もう ぼくに はどうす る こと もで きない。 諸 

君 もい よいよ かくご をき めて くれた まえ 」 

博士が あきらめ たように、 目 をと じた 時で ある。 操 

縦 室の 扉 を ひらいて、 山形 警部が とびこんで 来た。 

「先生、 先生、 たいへんです。 たいへんな ことが 起り 

ましたよ」 

「これ 以上、 たいへんな ことが 起こる もんか」 



博士 の 答え はぶ つ きらぼう だ つ たが、 警部 は つかつ 

かと 博士の そばに 歩みよ ると、 その 耳に 口 をよ せて、 

恐ろしい こ とば を ささや いた。 

「先生、 X 号が この 飛行機の 中に しのびこんで います 

よ」 

「え ッ、 なんだ つて、 それ はほんと うかい。 どうして 

そんな ことが 分かった —— 」 

博士 は 警部の 腕 を とらえて、 はげしく ゆすぶ つ た。 

「いま、 冷蔵室へ、 私のから だ を 運び こんで 出て 来た 

とき、 廊下の 端 を 曲った 男が あつたん です。 それが な 

んと —— 先生に そっくり、 あの X 号に ちがいな いんで 



すよ」 

「そして その 男 は どこ へ 行った」 

「気がつかな いように、 あと を 追い かけ ましたが、 ど 

こに も 見えません。 X 号の 恐ろし さはよ く 私 も 知って 

いますから、 一 人で あぶない こと をす るより は、 こう 

思って、 先生に 報告 をし に 帰って来 たんです」 

「そうか。 よくやって くれた。 それならば まだい くら 

か 望み は ある ぞ …… 」 

博士 はしき リに 考え こんでい たの だ つ た。 

「分かった。 きっと それにち がいない。 X 号 は 原子 爆 

弾と ウラニウムの 原料 を 持って、 この 飛行機に 乗り こ 



ん だんだ。 それ だから、 原子爆弾 を 投下しても、 あの 

程度の 爆発し か 起こらな かったん だ」 

博士 は ひざ を 叩いて 叫んだ。 

「でも、 いつの まに そんな 離れ わざ を やつたん でしよ 

う」 

戸山 少年が、 ふしぎそう にたず ねた。 

「あの 放送 をして から、 この 航空 船が 飛び だすまでに 

は、 五六 分の 時間が あったろう。 その あいだに、 きつ 

と X 号 はこの 冒険 を やつ ての けたの だよ」 

「それで はい つたい どう すれば よいので す」 

「X 号 を 倒して、 機械の 調子 を 直し、 また 地上へ 帰リ 



つくの だ。 きっと どこかで X 号が 機械の 調子 を 狂わせ 

ている のにち がいない の だから、 X 号 を 倒し さえ すれ 

ば、 また この 航空 船 は、 思う とおりに 動く ようになる 

よ」 

だが その X 号 を 倒す に は、 いったい どう すれば よい 

でんげき 

のだろう。 あの 電臓は 火に も 水に も 電撃に も、 どのよ 

しげ さ 

うな 刺戟に も、 たえる はず それ を 破壊す るに は、 

原子力に よる ほか はない と、 博士 も はっき リ いってい 

たで はない か。 この 中で 原子爆弾が 使えな いのは、 き 

まりき つたこと だ。 とすれば、 どうして この 超人 間に 

対抗す るの か —— 



博士 は その 時と つ ぜん 口 を ひらいて いいだした。 

「その 壁の ボタン を 一 つ 一 つお して 見て くれない か」 

左手の 壁に は、 小さな スクリ ー ン があって、 その 下 

に は 五六 十 個の ボタンが ついてい たので ある。 戸山 少 

年が ためしに、 その 一 つ、 ^という 番号の ボタン をお 

してみ ると、 スクリ —ンの 上に は、 設備の よく 行きと 

どいた、 手術室の 光景が うつしだされた。 

「先生、 これ はなんで すか」 

「テレビジョン だよ。 この 航空 船の 各 部屋に は、 テレ 

ビジョンの 送信 装置が しかけて あって、 どの 部屋で い 

まどん な ことが 起こって いるか、 すぐ この 操縦 室に 分 



かるよう になって いるんだ。 それで X 号の 場所 を 探し 

て ごらん」 

少年た ち は 次から 次へ と ボタン をお した。 そして^ 

という ボタン をお したと きで ある。 何 か 複雑な 機械の 

前に 坐り こんで、 一生 けんめいに、 ダイアル を 廻して 

いる X 号の 姿が、 スクリ ー ンの 上に ありあり とうつ し 

だされた のであった。 

「先生、 先生、 いました よ。 X 号の 姿が みえました。 

^という 番号の つ いた 部屋です」 

戸山 少年 は、 必死になって 叫んで いた。 

「ああそう か。 やっぱり あそこに おった のか —— 」 



博士 は ほ つ とため 息 を ついた。 

「いったい なんの 部屋なん です」 

「第二 操縦 室 だよ。 万一、 この 操縦 室が だめになった 

とき、 その 部屋から 操縦が できる ように 設計して おい 

たの だが、 二 力 所で 思い思いに 機械 を 動かして は、 こ 

の ロケット も、 変になる の も あたりまえ だよ」 

「それ はどう すれば よ いでしょう」 

「ぼく はこ こで 機械 を 守って いるから、 君た ち は火焰 

放射 器で X 号 を 攻撃して くれた まえ」 

「でも X 号 は、 火焰 放射 器に は 抵抗で きる のでしょう」 

「いや、 電臓は 殺す こと はで きないが、 皮膚に やけど 



をさせる こと はでき るの だから、 X 号 も ある 程度 は、 

力 を 失う ことになる。 その あいだに、 向こうの 操縦 装 

置 を 破壊して、 この ロケット を、 思うよう に 動かし、 

負傷 させた X 号 を、 この 航空 船の 中には いっている 小 

型 ロケット 機に 乗せて 発射し、 それ を 原子 ロケット 砲 

で 粉砕す るんだ」 

なるほど、 それ はじつ にどう どうた る 計画だった。 

だが X 号と もあろう ものが、 おめお めと その 計画に 

ひっかかつ てく るであろう か。 



X 号 あらわる 

だが 博士 は、 大きな 声で このような こと をい いなが 

ら、 その 手 は 鉛筆 をに ぎって、 このような ことば を 紙 

の 上に 書きし るして いたので ある。 

—— 今の 話の 内容 は、 ぜんぶ X 号に 知れた ものと 思 

わなければ ならない。 だから 諸君が この 部屋 を 出たら、 

きっと X 号 は 姿 を かくす か、 わし をお そってく ると 思 

う。 だから とりあえず、 第二 操縦 室 を 占領して、 3 と 

いう ボタン をお せ。 そうすれば、 この 部屋で どういう 



ことが おこって いるか、 向こうの スクリ ー ンに うつる 

から、 それによ つて、 十分 注意す るよう に 

この 紙 きれに うなずいて、 山形 警部 は、 五 人の 少年 

といつ しょに 操縦 室 を 出た。 火焰 放射 器 を 手に、 足音 

をし のばせ、 決死の かくごで 第二 操縦 室へ I - 

ところが その 時す でに、 X 号 は どこかへ 姿 を かくし 

ていたの である。 

「やはり、 先生の いったと おりだ。 X 号 は どこに もい 

ない よ」 

「ほんとう だね。 あの 紙 きれに 書いて あつたと おり、 

もとの 操縦 室 を テレビジョンに うつして 見よう じ やな 



レカ」 

だが、 自らが いままで おった、 第一 操縦 室の 光景が、 

テレビジョンの スクリ ー ンに うつしだされた 時、 少年 

たち も 山形 警部 も、 おどろいた。 

谷 博士の なり をした X 号が、 サル のかつ こう をした 

谷 博士に おどりかかろうと している ではない か。 

博士が 手に にぎって いた、 火焰 放射 器 をた だの 一撃 

でた たきおと すと、 X 号 は 大手 を ひろげて 博士の 上へ 

とびかかった。 

しばらく は 上に なり 下にな り、 人と サル、 いや 博士 

あらそ 

と X 号の 必死の 争 い。 



六 人 は あまりの おそろし さに、 助けに とびだす こと 

さえ 忘れて、 しばらく は、 そこに だまって 立ちす くん 

でし ま つ た。 

そのうちに 勝負 はき まった。 サル はぐった りと 人間 

の 前の 床の 上に 倒れて しまったの だ。 

あっき 

X 号 はに たにた と、 悪鬼の 笑い を 浮かべながら、 博 

士の 頭に メスを入れた。 

「どうす るんだろう」 

「ちょ つ と 待つ てみ よう」 

六 人 はさ さやき かわして、 その ありさま を 見 まもつ 

ていた。 と 思う と、 X 号 は 博士の 頭の 中から 脳髄 をつ 



かみ だし、 自分の 頭の 中から 取り だした 脳髄と 手ぎ わ 

よく 入れ かえた ので ある。 

山形 警部 も、 少年た ち も、 恐ろし さに がたがたと 震 

えていた。 

「また 脳髄 を 入れ かえた よ。 こんど は 博士の からだに 

はいって いるの がほんと うの 谷 博士で、 サル のから だ 

に はいった のが X 号 だよ」 

山形 警部 は、 そっと 少年た ちの 耳に ささやいた。 

手術 はまた たくまに 終り をつ げた。 まるで りんご か 

なし をお きかえる ように、 血 一滴 出ない くらいで あつ 

た。 



X 号 は 谷 博士の からだ を、 床の 上に 横たえる と、 す 

ぐに 部屋から とびだし たので ある。 

「よし、 これで 向こうの 計画 はわかった。 X 号 は 博士 

だけ は 後の 役に立てる ために 生かして おいて、 われ わ 

れ だけ を 殺そうと す るんだ。 そのために、 サル のから 

だに はいって、 われわれ を だまそう としてい るんだ。 

だから、 もうけつ して サル のい うこと に は、 ゆだん を 

しちや あいけ ない よ」 

少年た ち はごく リ とつば をのみ こんで、 うなずいた 

ので ある。 

まもなく、 サル のから だに はいった X 号 は、 この 部 



屋の扉 を ひらいて 姿 を あらわした。 

さて X 号 は どのようなこと を い いだす だろう か。 第 

一 第二の 操縦 室と もに、 操縦 者 を 失った この 宇宙 航空 

船 は、 自動 操縦 機の 力に よって、 二 万 五 千メ— トルの 

高空 を、 電光の ような 速力で、 飛びつ づけて いるの だつ 

た。 



小型 ロケット 機 発射 



「さあ、 みんな ぐずぐずして はいられな いよ。 X 号 は 

この 航空 船に 爆弾 をし かけて、 小型 ロケット 機で 逃げ 

だしたん だ。 われわれ もこう していて は、 命がない か 

ら、 一刻も早く、 別の 小型 ロケットで、 ここから 脱出 

しょう」 

サル のから だに 入り こみ、 谷 博士 だと みせかけた X 

号 は、 声まで 谷 博士に 似せて、 このような こと をい つ 

た。 

「先生、 それ はほんと うです か」 

「ほんとう だと も、 うそ だと 思うなら、 これ を 見た ま 

え」 



X 号 はっかつ かと 壁に 歩みより、 ^という ボタン を 

押した。 スクリ —ンに は、 またもや 別な 部屋の 光景が 

うつしだされ たが、 その 床に は 黒い 爆弾の ような もの 

がおかれ てあつて、 その上の 時計 は、 こつこつと 時 を 

きざ 

刻んで いるの だった。 

「時限爆弾 だよ。 あと 五分で 爆発す る」 

「さあ、 それ はたい へんだ。 先生、 助けてく ださい。 

みんな、 早く 逃げ だ そうじゃ ないか」 

山形 警部 は、 ほんとうにお どろいた ように あわてて 

見せた ので ある。 

「さあ、 それじゃ あ、 みんな こちらへ」 



X 号 は 先に 立って、 部屋 を 出る と、 階段 を どた どた 

と 一階まで おりて 来た。 その 最後 部の 部屋へ はいると、 

X 号 は ひざまずいて、 まるい 鉄の ふた を ひらいた。 中 

すいちょく 

に は 小さな 部屋が あ つ て、 垂直 な 鉄ば しごが さが つ 

ている。 

「さあ、 みんな この 中へ はいるんだ」 

X 号 は 中 を 指さして 命令した。 

「先生、 ちょっと 待って ください」 

山形 警部 は、 出口の 方へ かけ もどろう とした。 

「何 をす る。 君 は 気が 変にな つたの か。 あと 二分で 爆 

弾が 爆発 するとい うのに、 どこへ 行く つもり だ」 



X 号 は、 目 を 怒らせて、 警部 を にらみつけた。 

「いや、 自分の からだが、 冷蔵室に おいてあります か 

ら、 大急ぎで あれ を 持って来ようと 思って …… 」 

じつは 山形 警部 は、 博士に 急 を 知らせに かける つも 

りだつた が、 そういえない もの だから、 このよう なう 

そ を つ いたので ある。 

「ばか、 おまえ は 命が 惜しくない のか。 もう そんな こ 

と をして、 ぐずぐずしたり している ひま はない わ。 ど 

ん なから だに はいって いても、 命あって の 物 だね では 

ないか。 ぶじに 地上へ かえったら、 からだぐ らい はま 

たもとの ように 作つ て やる よ」 



寸 ま 、， 

X 号 は 警部 を、 なぐりつけ かねない ような 気配で 

あった。 

少年た ち も、 さすがに 弱って しまったの である。 X 

号に てむかっても 勝 目 はない し、 といって この 中に 入 

りこんで は、 みすみす 死 を 待つ ばかりな の だから …… 

その 時、 戸山 少年 は 立ち あがって、 X 号のう しろの 

方 を 指さした。 

「先生、 それ そこに、 先生の からだに はいりこんだ X 

号が …… 」 

「なんだ と …… 」 

サル のから だに はいった X 号 は、 谷 博士が ほんとう 



に、 この 場に あらわれ たかと 思った のだろう。 ぎよ ッ 

としたよ うに 戸口の 方へ ふりむいた。 

それが 戸山 少年の 待ち かまえて いたす きであった。 

少年 は X 号の 腰へ とびつく と、 足 をかん で X 号 を ひつ 

くりかえ したので ある。 ふい を 打 たれた X 号 は、 もん 

どり 打って 穴の 中へ 落ちて いった。 

「それ みんな、 ふた をし めろ」 

「それ」 

六 人 は、 おどりあがって 鉄の ふた をし め、 かたく ボ 

ルト でね じあげ たので ある。 

「さあ、 もし X 号が 出て 来たら、 火焰 放射 器で 攻撃す 



いが、 X 号 は どこに いるんだ」 

「 一 階の 最後 部の 部屋の 穴の 中へ、 おとし こみました」 

博士 は 頭の いたみ も 忘れて、 おどりあが つ て 喜んだ。 

「しめた。 それで X 号 もこん どこ そ 完全に 運の つきだ 

ぞ。 あの 下 は 小型 ロケット 機の 内部なん だ。 よし、 あ 

れを 外部に 発射して やろう。 戸山 君 MLQ と 書いて あ 

る スィッチ を 切つ て くれ」 

「こうです か」 

戸山 君が その スィッチ を 切った 瞬間だった。 

機体 はズシ ー ン という はげしい 反動 を 感じて、 ぐら 

ぐらと 揺れた ので ある。 



博士 は 血の 出る ような 声 を、 ふりしぼって 叫んだ。 



X 号の 最期 



山形 警部と 五 人の 少年 は、 喜んで この 部屋へ かえつ 

て 来た。 そして X 号 をのせ て 飛び だした ロケット を 

追って、 大 わらわの 活動が はじまつ たので ある。 

でんぱたんちき 

一人 は 電波探知機で ロケットの 位置 を 測定、 二人 は 

頭の きずの いたみに うな つ ている 博士 を 助けて この 航 



空 船の 操縦、 三人 は 原子 ロケット 砲の 射撃 準備と、 攻 

撃の 体制 はま つ たく 完了 した。 

さば < 

—— 敵の ロケット は、 いま 高度 六 千、 サハラ 沙漠の 

上空 を 東進 中、 速度 千 七 百 キロ —— 

一人の 少年が、 電波探知機 を 見つめて 報告した。 

「どうした のか。 大分 敵 は 速度が にぶった な。 よし、 

つ いげき 

全速力に て 追撃せ よ —— 」 

博士 は 頭 を 両手で おさえながら 命令した。 

X 号 をのせ た ロケット は、 この 航空 船 を はなれる が 

早い か、 方向 を かえて、 こちらと 反対の 方向に 全速力 

で 逃げ だした ので、 大分 距離 も 離れた が、 何しろ こち 



らの 方が 早い ので、 その 距離 はぐん ぐんと 接近して 来 

た。 

—— 敵との 距離 は あと 六 百 キロ、 敵の 高度 は、 地上 

三百 メ —， ^ル にさが つてい ます。 

またも 電波探知機の 方から 報告が あ つ た。 

「おかしい な。 こんなに 高度 を さげて どうす るの だろ 

ついらく 

う。 墜落して いるの だろう か」 

おそ 

博士 も 一時 は 首 を ひねった が、 やがて ある 恐ろしい 

ことに 気が つ いた 様子だった。 

「これ はいけ ない。 ひょっとしたら、 X 号 は、 ロケ ッ 

トを 着陸 させて、 飛びお りる つもり かも 知れない ぞ、 



全速力で 追撃せ よ」 

宇宙 航空 船 はい ま、 三千 キロの 全速力 を 出して、 電 

光の ように サハラ 沙漠の 上空 を 飛びつ づける。 

前の ロケットとの 間の 距離 は、 見る みるう ちに 接近 

して 来た。 

—— 敵との 距離、 あと 三千 メ ー トル、 —— - 

またもや 探知機からの 報告。 

「原子 ロケット 砲、 射撃 準備」 

博士 は マイクロ ホンで 命令 をく だした。 一機の 口 

い つ しん ふらん 

ケット 砲 室で は、 山形 警部が 了 $不 乱に、 目の前の ス 

クリ ー ンを のぞいて いる。 その上に は、 X 号 をのせ た 



宇宙 航空 船 はも のす ごい 勢いで 上昇し はじめた。 

四千 …… 五 千 …… 六 千 …… 七 千 …… 

だいせんこう 

この 時、 眼下で は、 ものすごい 大 閃光と ともに、 原 

子 弾の 爆発が 起こった の だ。 熱帯の 太陽に やきつく さ 

うず 

れ たサハ ラ 沙漠 の 上空に は、 五色の 原子雲が 渦 まき、 

その 雲 はぐん ぐんと のびあが つ て、 この 事宙 航空 船の 

あたりまで 追って 来たので ある。 

しめつ 

「さあ、 これで X 号 も 完全 に 死滅させる ことができた 

よ。 わしの 手で 作った ものに はちが いないが、 なんと 

恐ろしい やつだろう。 感情 も 道徳 も ともなわない 智力 

という もの は、 発達 すれば する ほど、 人類に 害 を 及ぼ 



す ものな の だ」 

博士 は 感慨 深そう に 口ずさん だので ある。 

このよう にして、 X 号 は サハラ 沙漠で 最期 を とげ、 

その 最期の 地の 上空に たなびく 原子雲の まわり を、 二 

せんかい 

三度 旋回した 宇宙 航空 船 は、 ふたたび 機首 をめ ぐらし 

さんかく だけ 

て、 日本の 国、 三角 岳へ 向かった のだった。 



大団円 



人間 や、 そういつ たもの は 皆 姿を消して しまって、 三 

角 岳 はまた もとの 自然の ままの 姿に かえった の だから _ 

そして また、 X 号の 作り だした、 防ぎよう のない 

でんせんびょう さいきん とうか 

伝染病の 細菌 や、 どんな 防毒 装置で も 透過す る毒ガ 

スゃ、 そのほか いろいろの 最新 兵器 も、 みな 死滅し 分 

めつぼう 

解され 破壊され て、 人類 を 滅亡させる 役に立つ こと も 

なかった の だ。 

三角 岳へ この 宇宙 航空 船が かえりつ いた 時、 博士 は 

社会から はげしい 非難 をう け、 警察の とりしらべ も受 

けたの だが、 X 号の 恐ろしい 計画に ついて、 山形 警部 

がいちい ち 証言 をお こなった ので、 かえって 博士た ち 



しょば つ 

の 努力が 認められ、 なん の 処罰 も 受けず に すんだ。 

頭の きずが 回復した 時、 博士の 第一 にした 仕事 は、 

山形 警部 を もとの からだに かえして やった ことだった 

の は、 いうまでもない。 

博士の かたくなな 性格 は、 それから まったく 生まれ 

かわったよう になって しまった。 本心から おだやかな、 

人好きの する 円満な 性格と なり、 博士 は 自分の 研究の 

結果 を、 すべて 広く 社会に 公開し、 社会と 人類の 文化 

の 向上 を はかった ので ある。 

したごころ 

それ は X 号の ように、 下心 あるう わべ だけの 行為 

ではなく、 本心から 出た 愛情の こもった 行為であった。 



博士 は 口ぐ せの ように、 こうくり かえして いたので 

ある。 

戸山 君 はじめ 五 人の 少年 は、 博士の 下で 研究 を つづ 

け、 日本で も 有数の 大 科学者と なった。 しかし、 戸山 

君た ちの 心の中に は、 いつまでも いつまでも、 このよ 

うな 恐ろしい 疑問が、 たえず 残って いたので ある。 

「あの X 号 は、 あの 時 サハラ 沙漠の 上で、 ほんとうに 

死んで しまった のだろう か。 ひょっとしたら、 あの ま 

えに ロケットから 飛びお りて、 どこかに かくれ、 まだ 

さいきょ 

生きの こつ て 再挙の 日 を 待って いるので はないだろう 



戸山 君 は、 一度 博士に 向かって、 その 疑い を 口に 出 

して 話した ことがあった。 その 時 谷 博士 は、 おだやか 

な 微笑を浮かべて いたので ある。 

「戸山 君。 あるいはそう かも 知れない。 ぼくに しても、 

そうでな いと は、 いいきれな いの だ。 だが もし X 号が、 

かりに どこかに 生きて おった にしても、 感情 もない、 

愛 も 道徳 もない 生物 は、 いくら 智力が すぐれていても、 

世界 は 支配で きないよ。 そうした 生物 は、 けっきょく 

自分の 智力の 前に 倒れる の だ。 X 号の ことな ど はもう 

気に かけずに、 人類の 智力 を、 一 歩で も 向上させる た 

めに、 死ぬ まで 働きつ づけよう じ やない か」 
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